
A-10

図面名

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

番号 図面名番号

甲　府　市

A-11

特記仕様書１

特記仕様書２

特記仕様書３

特記仕様書４

特記仕様書５

構造設計標準仕様書

案内図

配置図

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

敷地面積求積図

平面図、面積求積表、仕上表

立面図

基礎伏図、躯体断面図

屋根伏図

断面図１

断面図２

基礎配筋図１

基礎配筋図２

E-01 案内幹線平面図

E-02

M-01

M-02 給水設備図、排水設備図、衛生設備図、衛生設備表

K-01

K-02

K-03

電気設備図、電気設備表

機械設備平面図

既設トイレ参考図１

既設トイレ参考図２

既設トイレ参考図３

A-18 仮設計画図

大津公園屋外トイレ建設工事



・C種　適用場所（　　図示　　）土質（　　　　　　）受渡場所（　　　　　　）

・B種　適用場所（　　　　　　）

○

○

○

(3.3.3)

埋戻し及び盛土の種別

・　　　）存置範囲（※図示　

 3 山留めの存置

・構内指示の場所に敷き均し

・構外搬出適切処理  

適用場所（　　　　　　）

・D種　（細粒分(75μm以下)の含有率(重量百分率)の上限を50％未満とする。)

・A種　適用場所（　　　　　　）

・無償）・利用できる（※有償※利用できない構内既存の施設

・無償）・利用できる（※有償※利用できない

規模及び仕上げの程度は現場説明書による。

(2.3.1)

置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据

・「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

足場その他 1 

・設けない

特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）による

地
業

工
事

4

(3.2.5)

(3.2.3)

土
工
事

 2 

3  1 埋戻し及び盛土

建設発生土の処理

・構内指示の場所に堆積

※ 現場説明書による

仮
設

工
事

(2.2.4)

 3 

 2 

工事用電力

工事用水

監督職員事務所

2

 4 

構内既存の施設

※設ける

5

鉄
筋

工
事

設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

左官工事 ・左官作業

カーテンウォール工事

塗装工事

内装工事

建具工事

排水工事

・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・ボード仕上げ工事作業

・建築配管作業

植栽工事 ・造園工事作業

舗装工事 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・ガラス工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・カーペット系床仕上げ作業

・壁装作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

※図示設計GL14

工事区分表による。これにより難い場合は場合は監督職員と協議する。他工事又は他工種との13

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。

・カラー四切木製パネル

※キャビネ版

分類・規格

・電子データ

・カラー ※100×125以上

原板の大きさ

外観正面　（※1

外部（　　）内部（　　）

外部（ 15 ）内部（ 40 ）

撮影箇所数 提出部数

完成写真12

11 完成時の提出図書

※500万画素以上

電子データは、RGB(フルカラー)、JPEG形最高画質とし、CD-Rにて提出する。

パラジクロロベンゼンの濃度を測定し、測定結果を監督員に報告する。

(2)測定対象室及び測定箇所は仕上げ表による。

化学物質の濃度測定10 (1.5.9)

（mm）

(3)測定は、パッシブ型採取機器により行う。

外部（ 10 ）内部（ 30 ） ※2

※5・　）

・カラー四切木製パネル 外部（　　）内部（　　） ※2

※2

※2

取合い

・（　　　　）

○

○

○

○

○

　・ 完成図

　※ 作成する        詳細は発注仕様書による [1.8.1～3][表 1.8.1]

　・ 施工計画書

　・ 施工図

　・ 保全に関する資料

維持管理のための学校保管等に必要な部数は監督職員と協議による。

6

コ
ン

ク
リ

ー
ト
工

事

特記仕様書

3.工事種目

2.敷地面積

Ⅰ　工事概要

1.工事場所

特記仕様書（構造関係）による

工事設計図

1.建物

図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

・営繕工事写真撮影要領（最新版）国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

特　　記　　事　　項

一
般

共
通

事
項

項　　目

1

章

適用基準等 1 

・建築工事共通仕様書(最新版)　国土交通省大臣官房官庁営繕部

・建築工事標準詳細図(最新版)　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

本設計図書における｢標準詳細図｣とは、次の基準を指す。

その他

○

○15 下請負届の提出 適正な下請負契約を確認するため、下請負届を提出する場合は次の書類を添付すること。

・ 下請負契約書（請書等）の写し

・ 下請負業者の建設業許可証の写し

・ 元請負業者における「指定建設業監理技術者資格者証」の写し

○16 下請施工体系の作成

及び提出

「甲府市暴力団排除条例の施行に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として、受注者は、下請負業者

を用いる場合には、金額、工種の如何にかかわらず、末端の下請負者まで反映させた、「下請施工体系図」

を作成し、遺漏、誤謬が無いよう記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員に提出するものとする。

なお、提出は打合せ簿によるものとする。但し、メールによる提出も可能なものとし、この場合は後日、

打合せ簿を提出するものとする。

○17 再生資源利用計画(実施)

書及び再生資源利用促進

計画(実施)書の提出

本工事は、建設副産物実態調査の対象工事であり、請負者は国土交通省のホームページから「建設リサイク

ル報告様式（計画書・実施書）（EXCEL 様式）」の最新バージョンをダウンロードし、作成出力した再生資

源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を出力し、1部（紙）を施工計画書に添付し監督員に提出するも

のとする。(以前より使用していたクレダスでの提出はH30センサスに対応していないため不可)

工事完了後は速やかに、当初入力した工事データを実績値に修正した再生資源利用実施書及び再生資源利用

促進実施書を出力し、1部（紙）を完成書類に添付し、また、電子データを電子媒体（CD、DVD、FD等）に

より監督員に提出するものとする。

※入力時の最新版を国土交通省のホームページからダウンロードして入手すること。

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/recycle/d03project/d0306/page_03060101credas1top.htm

(1)屋内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼン

・任意○

20

17

※「3.工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「3.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

13

 8

 6

　ただし、他の工事種目はすべて今回工事範囲とする。

19

18

16

15

14

10

12

11

 9

 7

 5

 4

4．工事範囲

 3

 2 工事範囲すべて

ユニット及びその他の工事

カーテンウォール工事

・押出成形セメント板工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル

コンクリート工事

内 装 工 事

塗 装 工 事

建 具 工 事

左 官 工 事

金 属 工 事

石　工　事

木　工　事

タイル工事

防 水 工 事

鉄 骨 工 事

鉄 筋 工 事

地 業 工 事

土  工  事

仮 設 工 事

21 排水工事

22 舗装工事

23 植栽及び屋上緑化工事

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

工事範囲すべて

別途外構工事

別途外構工事

別途機械設備工事

○

○

○

○

提出部数　２部（金文字製本Ａ１版２部） 

ＣＡＤデータをＣＤ－Ｒにて提出　２部

提出部数　２部（監理者経由監督員承認用１部、内１部現場返却用）

提出部数　２部（監理者経由監督員承認用１部、内１部現場返却用）

提出部数　２部（施設管理者用１部、監督員用１部）

○

PCa鉄筋コンクリート造

7

8

鉄
骨
工

事

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

・C種
・間仕切壁パネル

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク
・

Ａ
Ｌ

Ｃ
パ

ネ
ル

・
押

出
成

形
セ
メ

ン
ト

板
工

事

9

防
水
工

事

・T

・D

・F

形状

※ポリエチレンフィルム

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

・A-1

・B-1

・A-2

・A-3

アスファルト防水 1 

（ECP）

押出成形セメント板 4 

種別

・間仕切壁

・外壁

種類

・床パネル

・屋根パネル

施工箇所

厚さ（mm）

・B種

(9.2.2～5)(表 9.2.3～9)

・C種

(8.5.2～5)

幅（mm）

・B種　

・A種

工法種別

(N/㎡)

ブロックの種類

帳壁及び塀

コンクリートブロック

ALCパネル

 2 

 3 

ブロック造

補強コンクリート 1 

・外壁パネル

種　類

・A種・100

構法の種別

(8.4.2～5)

(8.3.2)(8.3.3)

(8.2.2)(8.2.5)

F種

外壁パネルの工法

目地幅(mm)　・ 20

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・適用する

特記仕様書（構造関係）による

※空洞ブロック-16

・型枠状ブロック-20

圧縮強さによる区分

断面形状及び

(mm)

正味厚さ
呼び寸法(mm)

モデュール

長さ 高さ

化粧の

有無

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

適用箇所 備考

各部の配筋　　※図示

ブロックの種類

※空洞ブロック-08

・型枠状ブロック-16

圧縮強さによる区分

断面形状及び

(mm)

正味厚さ
呼び寸法(mm)

モデュール

長さ 高さ

化粧の

有無

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

の適用箇所
備考

各部の配筋　　※図示

(表8.3.1)以外

パネルの 単位荷重
耐火性能

(mm)

厚さ

(mm)

長さ
表面加工

・100

・100

・100

・B種

・D種

・E種

有( 1 )時間

・有( 1 )時間

・無

有(0.5)時間

有(   )時間

・平

・意匠

・平

・意匠

平

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

対応した工法）

・適用しない

・適用しない

表面パネルの

パネル

パネル
・T

・D

・F

・50 ・60

600

備考

・50 ・60

60

・50 ・60

・50 ・60

60

外壁パネルの構法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

対応した工法）

・適用しない

パネルの相互の目地幅(mm) ・図示

出隅及び入隅のパネル結合目地の目地幅(mm)　※15

やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。

ただし、欠損部分を考慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出する。

パネルに開口

を設ける場合

パネルを切り

欠く場合

屋根保護防水

防水層の種別

・B-2

・B-3

・AI-1

・AI-2

・AI-3

・BI-1

・BI-2

・BI-3

断熱材 G 施工箇所 立上り部の保護

厚さ0.15mm以上

(材質)※JIS A 9511による

A種押出法ポリスチレンフォ

ーム保温材の保温板3種b

(スキンあり)

(厚さ) ・25mm ・50mm

・乾式保護材

・コンクリート

押え

※標準仕様書表9.2.3から表9.2.8による

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.2.5から表9.2.8による

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ　　※水下 80mm以上

床タイル張り　※水下 60mm以上

立上り部の保護

・乾式保護材

窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオート

クレーブ養生したもの。

金属複合板　：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

※フラットヤーンクロス

70g/㎡程度

開口の大きさ 切断後のパネルの残りの部分の幅

短辺

長辺

短辺

長辺

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・B種

60

足洗いランニング・衛生配管用裏積み

　ブロック

○

○

□

工事実績情報の登録 2 

※ 適用する

○ (1.1.4)

適用区分 3 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Vo= 30 m/s）

地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

建設省告示第1455号における区域　別表（27）

・風圧力

・積雪荷重

○
○

○

○

電気保安技術者 4 (1.3.3)

※適用する

○

施工条件 5 (1.3.5)○

○

(1.3.8) 6 発生材の処理等

・構外搬出適切処理※ 現場説明書による

Ⅱ　建築工事仕様（構造関係を除く）

1.標準仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

(建築工事編)(最新版)」(以下、「標準仕様書」という。)による。

2.電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用

する。なお、電気設備工事の特記仕様書は(  /  )図、機械設備工事の特記仕様書は(  /  )図による。

3.特記仕様書の表記

(1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2)特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。○

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。○

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。○

(3)特記事項に記載の（  .  .  ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(4) G 印は「国等による環境物品等の調達等の推進に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針□
   (平成25年2月閣議決定)」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

 7 環境への配慮

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有

使用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ

ヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使

(2)設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」と

① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

(1.4.1)

(1)建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

に、次の①から④を満たすものとする。

塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少

を使用する。

用したものとする。

は次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

材料を指す。

ヒド発散建築材料以外の材料

② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③ 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④ 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

材料の品質等 8 

(1)本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

③ 安定的な供給が可能であること。

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

(4)本工事に使用する材料のうち、(5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項

を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関［（一社）公共建築協会が発行する

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

性能を有するものとする。

(2)備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品

を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

(3)標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工

法とする。

「建築材料・設備機材等品質評価事業」]の写し等）を監督職員に提出して承諾を受ける。

(5)製造業者等に関する資料の提出を求める材料

床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、押出成形

セメント板、成形伸縮目地材、乾式保護材、陶磁器質タイル、既調合モルタル、既調合

目地材、ルーフドレン、吸水調整材、アルミニウム製建具、樹脂製建具、鋼製建具、鋼

製軽量建具、ステンレス製建具、錠前類、クローザ類、自動扉機構、自閉式上吊り引戸

機構、重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、ガラス、防水剤、現場

発泡断熱材、フリーアクセスフロア、可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用

成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、トップ

ライト、エポキシ樹脂、タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル

○ (1.4.2)

 9 技能士 (1.5.2)

コンクリート工事

コンクリートブロック

屋根及びとい工事

鉄骨工事

石工事

防水工事

木工事

金属工事

タイル工事

鉄筋工事

・アスファルト防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業

・石張り作業

・コンクリートブロック工事作業   

・タイル張り作業

・大工工事作業

・鉄筋組立て作業

・型枠工事作業

適用工事種別 技　能　検　定　作　業

仮設工事 ・とび作業

・構造物鉄工作業

・押出成形セメント板工事

・塩化系シート防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・FRP防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業・ALCパネル

・コンクリート圧送工事作業

・とび作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・スレート工事作業　

・内外装板金作業　

・押出成形セメント板工事作業

○ ○

○

○

特記仕様書１

大津公園屋外トイレ建設

A－01

12,923,19㎡

建築面積　22.92 ㎡ 延べ面積　22.92 ㎡

便所　地上１階

新築一式

電気設備工事　一式

機械設備工事　一式

解体工事　一式

６５令和　　年　　月

※作業エリアや工程、近隣対応に関して調整を図り、目的達成のために

協働すること。

山梨県甲府市大津町　地内



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称
A－02

大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

下表以外は、標準仕様書表9.7.1による

(10.6.2,3)

石裏面処理

ドレインパイプの材質

床石張りの裏面処理

床及び階段の石張り 6 

裏打ち処理

(10.2.1,3)(表10.2.1,2)

(10.2.2,3)(10.3.2,3)

石
工

事

外壁湿式工法

石材等 2 

10

受金物　材質　※SS400

施工箇所
石材の

形状
厚さ 表面

階段張りの裏面処理

天然石

テラゾブロック

 3 

9

防
水

工
事

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張り

・D-1

種別 施工箇所

屋根露出防水

防水層の種別

・D-2

・D-4

・DI-1

・DI-2

断熱材 G

仕上塗料 高日射反

(材質)※JIS A 9511による

A種硬質ウレタンフォーム

保温材の保温板2種1号又は

2号で透湿係数を除く規定

(厚さ) ・25mm

※図示

・D-3

種類 使用量

に適合するもの

射率防水

の適用 G

・製造所の

指定による

・製造所の

指定による

じまい位置

ケイ酸質系塗布防水 5 (9.6.1,3)(表9.6.1,2)

シーリング 7 

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

(9.7.2)(表9.7.1)

防水層の種別

※C-UI

種別 施工箇所

・C-UP

種別 施工箇所

脱気装置 6 

種別 設置数量防水種別

(9.2.3)(9.3.3)(9.5.3)

D-1 D-2 D-3 D-4 DI-1 DI-2

AS-T3 AS-T4 AS-J2

ASI-T1 ASI-J1

※アスファルトルーフィング

類製造所の仕様による

※アスファルトルーフィング

類製造所の仕様による

※防水層の主材料の製造所の

仕様による

※防水層の主材料の製造所の

仕様によるX-1

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合のシー

リングは17章による

シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(1)～(3)による

施工 1 

石材の割付け　※標準仕様書10.1.3(a)(1),(2)による ・図示

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ ・図示

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ

・行う（適用箇所

・行わない

・すべて ・　　　　　　）

(10.1.3,5)

品質
種類

寸法

(mm) (mm) 仕上げ
備考

・1等品

・2等品

※正方形に

近い矩形

施工箇所
種石の

形状
寸法 表面種石の

大きさ(mm)

仕上

げ面 (mm) 仕上げ
備考

※大理石

・花こう岩

・平もの

種類

※1.5～12

・役もの

・片面

・両面

テラゾタイル

施工箇所
種石の

寸法による区分
表面種石の

大きさ(mm) 仕上げ
備考

※大理石

・花こう岩

種類

※1.5～12 ・300型

・400型

取り付用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材

※石材施工業者の指定する製品

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

下地ごしらえ ※流し筋工法

・あと施工アンカー工法

・あと施工アンカー・横筋流し工法

形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

アンカーの材質及び径 ※SS400 M12

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　）

目地 一般目地 目地幅(mm)　　　※6以上

シーリング材 ・適用する ・適用しない

伸縮調整目地 位置　※標準仕様書表11.1.1による

シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による

・図示

・図示

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

目地 一般目地 目地幅(mm)

シーリング材 ・適用する ・適用しない

伸縮調整目地 位置　※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び

・図示

・図示

他部材との取り合い部

木
工

事

表面仕上げ

12
 1 

表面仕上げの種別

・A種

※B種

・C種

・D種

適用箇所

製材 G 2 ・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製 (12.2.1)(12.5.1)(12.6.1)(12.7.1)

施工箇所

※2級

樹種
寸法

(mm)
等級 形状 含水率

間伐材等

の適用

※2級

※2級

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

(12.1.4)

DWピット内、

昇降口

上框

御影石

長尺

図示

ピット外周部 ・糸目地

○

○

□

□

□

躯体と屋根の接合部（室内）

躯体特退のクリアランス部 変性シリコーン（MS-2）

変性シリコーン（MS-2）

屋内防水

防水層の種別

・E-1

種別 施工箇所

・E-2

種別 施工箇所

保護層 ・設ける（※図示 ・　　　） ・設けない

防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

※標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種

押え金物の材質及び形状寸法

※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度

防水層の下地のモルタル塗り

・適用する（施工範囲 ・　　　　　）・図示

・適用しない

屋上排水溝　※図示

シート防水

改質アスファルト 2 (9.3.2,3)(表9.3.1～3)

・設ける

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

・AS-T1

・AS-T3

・AS-T2

・AS-J1

種別 施工箇所

防水層の種別

・AS-T4

・AS-J2

・ASI-T1

・ASI-J1

断熱材 G 防湿層

(改質アスファルト

(材質)※JIS A 9511によるA種

硬質ウレタンフォーム保温材の

保温板2種1号又は2号で浸透係

数を除く規定に適合するもの

(厚さ) ・25mm

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による

押え金物

高日射反

射率防水

の適用 G

製造所の仕様によ

る)

・設けない

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による

※改質アスファルト製造所の仕様による

□

□

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

ルーフィングシート

合成高分子系 3 

防水

・S-M3

・S-F1

・S-F2

・S-M1

・S-M2

(9.4.2～4)(表9.4.1,2)防水層の種別

種別 施工箇所

・SI-F1

断熱材 G 仕上塗料

(材質)※A種ポリエチレンフォ

ーム保温材の密度及び熱伝導率

2号で透湿係数を除く規定に適合

するもの又はA種押出法ポリス

(厚さ) ・25mm

高日射反

射率防水

の適用 G

・SI-F2

・SI-M1

・SI-M2

絶縁用シー

トの材質

・カラー

・シルバー

・カラー

・シルバー

・カラー

・シルバー

の規格に適合するもの

(厚さ) ・50mm

(材質)※A種硬質ウレタンフォ

ーム保温材の保温板2種1号又は

チレンフォーム保温材の保温板

・カラー

・シルバー

※発泡ポリ

エチレン

シート

ルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.4.1から表9.4.2による

防水下地かPCコンクリート部材下地の場合の処理

目地処理　　　　※図示

入隅部の増張り（S-F1、SI-F1の場合）

※図示

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

及び積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

樋庇

立上り

樋庇

○

○

○

○

○

□

塗膜防水 4 (9.5.3)(表 9.5.1,2)防水層の種別

・適用する

・X-1

・X-2

種別 施工箇所

・Y-1

・Y-2

仕上塗料 保護層

高日射反

射率防水

の適用 G

・カラー

・シルバー

・適用しない

※地下外壁防水

・カラー

・シルバー

※屋内防水

図示
○ ○

□

(10.2.2)(10.4.2,3)内壁空積工法 4 

受金物　材質　※SS400

形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

石裏面処理

裏打ち処理

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

下地ごしらえ ・あと施工アンカー工法※あと施工アンカー・横筋流し工法

アンカーの材質及び径 ※SS400 M12

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　）

目地 一般目地 目地幅(mm)　　　※6以上

シーリング材 ・適用する ・適用しない

伸縮調整目地 位置　※6mmごと

シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(a)(3)による

・図示

・図示

(10.2.2)(10.5.2,3)(表10.2.4)

取付け工法

乾式工法 5 

・スライド方式 ・ロッキング方式

石裏面処理

裏打ち処理

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

だぼ用の穴の位置 ※標準仕様書10.5.2(b)(1)による ・図示

外壁の工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

対応した工法）

・適用しない

アンカーの材質及び径 ※ステンレス(SUS 304) M10

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　）

目地 目地幅(mm)　　※8以上

シーリング材 ・適用する（※標準仕様書第9章7節による

・適用しない

・図示）

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

アーチ、上げ裏等 7 

の石張り 取付け工法 ・内壁空積工法 ・乾式工法

(10.2.2)(10.7.1,2)

取付け金物 ※標準仕様書10.2.2(C)による

引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※標準仕様書10.2.2(a)による

吊金物及び化粧吊りボルト

・設ける 吊金物　　　※ステンレス(SUS 304)径6mm長さ80mm（加工物）

吊りボルト　※ステンレス(SUS 304)M10化粧ナット付き

・設けない

石裏面処理

裏打ち処理

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

アンカーの材質及び径 ※SS400 M12

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　）

目地 一般目地 目地幅(mm)　　　※6以上

伸縮調整目地 位置　※他の部位との取合い部 ・図示

・ステンレス(SUS 304) M10

タ
イ
ル

工
事

11

タイル型枠先付け面のせき板の種別適用タイル

大形タイル

・二丁掛タイル

・小口タイル※タイルシート法

・金属製タイル先付け用パネル

※標準仕様書6.8.3(b)(2)

・目地桝法

・桟木法

笠木、甲板等の石張り 8 

取付け工法 ・外壁湿式工法 ・乾式工法

取付け金物 ※標準仕様書10.2.2(C)による

引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※標準仕様書10.2.2(a)による

(10.2.2)(10.7.1,3)

石裏面処理 ・適用する ・適用しない

乾式工法の場合の取付け代　※標準仕様書10.5.3(b)による

石裏の補強用モルタル ・適用する ・適用しない

アンカーの材質及び径 ・ステンレス(SUS 304) M10

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　）

(11.1.3)(表11.1.1)伸縮調整目地及び 1 位置　※標準仕様書表11.1.1による

ひび割れ誘発目地

・図示

(11.2.2,3,7)セメントモルタルに 2 

よる陶磁器質タイル

張り

Ⅰ類

タイルの形状、寸法等

施工箇所

形状

(mm) 標準

釉薬

うす釉Ⅲ類

吸水率に

Ⅱ類

役物

無有G

再生材の
色

特注

備考

□

よる区分寸法 適用

主な

区分

用途

による

耐凍

害性

無有

滑り

性

抵抗

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り

見本焼き

・行う ・行わない

・行う ・行わない

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

・MRC工法 ・目荒し工法（高圧洗浄）

壁タイル張りの工法

外装タイル ・密着張り ・改良積上げ張り ・改良圧着張り

内装タイル以外のユニットタイル ・マスク張り ・モザイクタイル張り

・既製調合モルタル

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

・既製調合目地材

接着剤による陶磁器質 3 

タイル張り

(11.3.2～4,7)

Ⅰ類

タイルの形状、寸法等

施工箇所

形状

(mm) 標準Ⅲ類

吸水率に

Ⅱ類

役物

無有G

再生材の
色

特注

備考

□

よる区分寸法 適用

主な

区分

用途

による

耐凍

害性

無有

滑り

性

抵抗

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り

見本焼き

・行う ・行わない

・行う ・行わない

接着剤のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外

外装壁タイル接着材張りにおける目地のシーリング材

打継ぎ目地

ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地

その他の目地

※ポリウレタン系シーリング材

※ポリウレタン系シーリング材

※変成シリコーン系シーリング材

※変成シリコーン系シーリング材

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

・MRC工法 ・目荒し工法（高圧洗浄）

陶磁器質タイル型枠 4 

先付け

(11.4.2,3)(表11.4.1)

Ⅰ類

タイルの形状、寸法等

施工箇所

形状

(mm) 標準Ⅲ類

吸水率に

Ⅱ類

役物

無有G

再生材の
色

特注

備考

□

よる区分寸法 適用

主な

区分

用途

による

耐凍

害性

無有

滑り

性

抵抗

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り

見本焼き

・行う ・行わない

・行う ・行わない

タイル型枠先付けの種類

無釉

釉薬

施釉 無釉

釉薬

施釉 無釉

種　類

タイル引掛け

工法

5 (11.2.2,3,7)

Ⅰ類

タイルの形状、寸法等

施工箇所

形状

(mm) 標準

釉薬

施釉Ⅲ類

吸水率に

Ⅱ類

役物

無有G

再生材の
色

特注

備考

□

よる区分寸法 適用

主な

区分

用途

による

耐凍

害性

無有

滑り

性

抵抗

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り

見本焼き

・行う ・行わない

・行う ・行わない

無釉

○ ○ ○ ○

○

OW4
210×

60

○

100×

100

※ニューカーニバル工法同等

○床

○

○ ○ ○ ○
100×

100 ○内壁

○

○

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
等級 形状 含水率

間伐材等

の適用

※A種 ・B種

ルーバー

ひのき 図示 上小節

羽目板

見切

額縁

巾木

○

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

施工箇所

※1等

樹種
寸法

(mm)
等級 形状 含水率

間伐材等

の適用

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※A種 ・B種

※1等

※1等

造作用集成材 G 3 ホルムアルデヒド放散量

※規制対象外

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
見付け材面の品質

間伐材等

の適用

※1等 ・2等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種
寸法

(mm)

見付け材面 間伐材等

の適用

※1等 ・2等化粧薄板:

芯材:

の品質

化粧薄板の厚さ

(mm)

化粧薄板:

芯材:

化粧薄板:

芯材:

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

施工箇所 樹種
寸法

(mm)

間伐材等

の適用

化粧薄板:

芯材:

化粧薄板の厚さ

(mm)

化粧薄板:

芯材:

化粧薄板:

芯材:

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
含水率

間伐材等

の適用

※15％以下

見付け材面の

品質

※15％以下

※15％以下

施工箇所 樹種
寸法

(mm)

間伐材等

の適用

化粧薄板:

芯材:

化粧薄板

の厚さ(mm)

化粧薄板:

芯材:

化粧薄板:

芯材:

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

含水率

※15％以下

※15％以下

※15％以下

見付け材

面の品質

造作用単板積層材 G 4 ホルムアルデヒド放散量

※規制対象外

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

施工箇所
厚さ

表面の化粧加工
間伐材等

の適用

・有り

・天然木化粧加工

(12.2.1)

(12.2.1)

(mm)
防虫処理

・適用する

・適用しない(加工： ・塗装加工)

・無し　(等級：　　　）

・有り

・天然木化粧加工

・適用する

・適用しない(加工： ・塗装加工)

・無し　(等級：　　　）

施工箇所
厚さ

表面の化粧加工
間伐材等

の適用

・有り

・天然木化粧加工

(mm)
防虫処理

・適用する

・適用しない(加工：

・塗装加工)

・無し　(　　　　　　）

・有り

・天然木化粧加工

・適用する

・適用しない(加工：

・塗装加工)

・無し　(　　　　　　）

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

含水率

※14％以下

※14％以下

カラマツ集成材 図示

図示

階段

手摺 カラマツ集成材 ※1等 ・2等

□

□

特記仕様書２



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

 5 床張り用合板等

(13.5.2,3)(表13.5.5)

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

鋼管製といの防露巻き

といの材種

仕上げの形状及び工法等呼び名種　　類

・可とう形外装薄塗材Si

・外装薄塗材Si

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・防水形複層塗材RE

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・防水形外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・内装薄塗材W

・内装薄塗材E

・複層塗材E

・複層塗材Si

・複層塗材CE

・可とう形複層塗材CE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RS

・複層塗材RE

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

※規制対象外

・軽量骨材仕上塗材

・複層仕上塗材

・薄付け仕上塗材

外　観　※つやあり

溶　媒　※水系

・着色骨材砂壁状（

上塗材

耐候性　※耐候形3種

樹　脂　※アクリル系

・メタリック

・京壁状じゅらく　

・砂壁状じゅらく

耐湿性

吸放湿性

アルミニウム製建具

防火戸

鋼製軽量建具

表面処理

種類

・ステンレス製 SUS 304

下表以外は標準仕様書表6.2.4及び標準仕様書15.3.2による

仕上塗材仕上げ

床コンクリート

直均し仕上げ

 2 

左
官

工
事

・フリーアクセスフロア(パネル構法)範囲

・フリーアクセスフロア(溝構法)範囲

施工箇所

手すり及びタラップ

モルタル塗り15  1 

 8 

手すり

・100形・250形 ・350形・300形

備　　考

(6.2.5)(15.3.2)

1mにつき10以下

3mにつき7以下

平たんさ(mm)

・No.2B程度

(14.8.2,3)

(15.2.2,5)

・A種

・B種

・C種

種　別

・A-2種(

・F種

・E種

伸縮調整継手

・D種

鉄鋼の亜鉛めっき

金属成形板張り 6 

 3 

形状

スパンド

パネル形

製法

・押出し

・ロール

・プレス

表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

ステンレスの表面

アルミニウム合金の

アルミニウム及び

金
属

工
事

 2 

表面処理

14  1 

仕上げ

※HL程度

・A-1種

・№2B 程度

・鏡面仕上　程度

種　　類

(14.2.3)

(14.6.2,3)(表14.2.1)

・B-1種

(14.7.2,3)(表14.2.1)(表14.7.1)

板厚板幅 表面処理

網戸等

鋼製建具

(14.2.2)(表14.2.1)

施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

建
具
工

事

(14.2.1)

 1 

16

(16.2.2,4,5)(表14.2.1)

・B-1種

（建具符号：

性能等級

屋内の建具

(16.2.2)(16.4.2～4)(表16.4.2)

(16.1.4)

軽量鉄骨天井下地 4 

防犯建物部品 ・適用する（適用箇所は建具表による

軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類 5 (14.5.3)(表 14.5.1)

(16.1.6)

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

木
工
事

12 合板のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外

普通合板　G

施工箇所
厚さ 接着の 間伐材等

の適用

※1類

(mm)

防虫

・適用

・適用

・2類

※5.5

程度

表板の

樹種名

板面の

品質

広葉樹

※2等以上

・1等

針葉樹

※C-D以上

処理

難燃

処理

防炎

処理

する

しない

・適用

・適用

する

しない

・適用

・適用

する

しない

・1類 ・適用

・適用

・2類 する

しない

・適用

・適用

する

しない

・適用

・適用

する

しない

・1類 ・適用

・適用

・2類 する

しない

・適用

・適用

する

しない

・適用

・適用

する

しない

(12.2.1)

施工箇所 等級
接着の 間伐材等

の適用

※1類

有効

・適用

・適用

・特類

※2級

程度

表板の

樹種名

板面の

品質

※C-D

係数比 処理

強度

等級

する

しない

・適用

・適用

する

しない

(12.2.3)構造用合板　G

以上

・1級

以上

防虫

(　　　)

断面
厚さ

(mm)

※12

・1類 ・適用

・適用

・特類

・2級

する

しない

・適用

・適用

する

しない

・1級

(　　　)

・1類 ・適用

・適用

・特類

・2級

する

しない

・適用

・適用

する

しない

・1級

(　　　)

施工箇所
曲げ強さに 厚さ

(mm)

※15※13タイプ

よる区分

表裏面の状態

による区分

・パーティクルボード　G

難燃性に接着剤に

※P又はM

よる区分 よる区分

施工箇所 厚さ(mm)等級

・構造用パネル

・1級 ・2級 ・3級 ・4級

・1級 ・2級 ・3級 ・4級

(13.5.3)(表 13.5.1)

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・適用しない

 3 粘土瓦葺

種類

製法に 難燃処理 雪止め瓦施工箇所 大きさ
役物瓦

の種類

・適用する

・適用しない

(13.4.2,3)

よる区分

形状に

よる区分

寸法に

よる区分

瓦桟木

棟補強用心材

材質 ※杉又はひのき

寸法 ※幅21×高さ15(mm)

材質 ※杉又はひのき

寸法 ※幅40×高さ30(mm)

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（

及び積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

瓦桟木の留付け工法 ※図示

棟の候補 ・7寸丸伏せ等 ・のし一体棟 ・のし積み棟

 4 とい

・配管用鋼管 ・硬質ポリ塩化ビニル管

※規制対象外

・適用する（工法：※標準仕様書表13.5.5による ・　　　　　　）

・適用しない

ルーフドレン

種　　別 施工箇所

・ろく屋根用（ ・縦型 ・横型）

・バルコニー用

・バルコニー中継用

・アンバー ・ブロンズ

・ブラック系 ・ステンカラー)

種　　別
皮膜又は複合 施工箇所

皮膜の種類 (成形板、笠木、建具以外)

・B-2種(

・B-1種

・アンバー ・ブロンズ

・ブラック系 ・ステンカラー)

・C-2種(

・C-1種

・アンバー ・ブロンズ

・ブラック系 ・ステンカラー)

・D種

※AA15

※AA15

※B

※B

※AA6

※AA6

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色 ・三次電解着色

施工箇所（手すり、タラップ以外）

(14.4.2～4)(表14.4.1)野縁等の種類　屋外　※25型 ・19型 屋内　※19型 ・25型

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・適用しない

工法

野縁受、吊りボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離　※図示

周辺部の端からの間隔 ・図示

野縁の間隔 ・図示

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

補強方法　※図示

補強方法　※標準仕様書14.4.4(h)(1)～(2)による ・図示

・天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　※図示

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所

補強方法　※図示

・図示

スタッドの高さが5.0mを超える場合

※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 ・図示

・図示

レル形

種別

・カラーGL

(mm) (mm) 種別 被膜等の種類

・B-2種( ・アンバー

・ブラック系・ブロンズ

・ステンカラー)

※B

・B-1種 ※AA6

※B

・C-2種( ・アンバー

・ブラック系・ブロンズ

・ステンカラー)

※AA6

・D種

取付け用下地　※標準仕様書14.4による ・図示

・設ける（施工箇所 ・図示 ・　　　　　　　　　）

・設けない

アルミニウム製笠木 7 

・　　　　　　）

着色（

種別（B-2）種　皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による

・アンバー ・ブラック系・ブロンズ ・ステンカラー)

笠木固定金具の工法等

・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（

及び積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（

及び積雪荷重に対応した工法）

・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（

及び積雪荷重に対応した工法）

・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

・　　　）

・鋼製

（表面処理　※HL程度

・　　　）（表面処理 ・溶融亜鉛めっきC種

タラップ ・ステンレス製 SUS 304 ・　　　）

・鋼製

（表面処理　※研磨なし

・　　　）（表面処理 ・溶融亜鉛めっきC種

既製目地材 ・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示

・設けない

・　　　　）

床目地 ・設ける（工法※押し目地

・設けない

・　　　　　）

外壁タイル張り下地の均しモルタルの接着力試験

・適用する

・適用しない

・防水剤

 3 セルフレベリング材

塗り

・せっこう系 ・セメント系 (15.4.2)(表15.4.1)

 4 

仕上塗材の種類

・砂壁状

・ゆず肌状（ ・吹付け ・ローラー塗り）

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状（ ・吹付け ・こて塗り）

・吹付け ・こて塗り）

・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

・厚付け仕上塗材 ・吹放し ・凸部処理 ・平たん状

・凹凸状 ・ひき起こし ・かき落とし

上塗材

吸放湿性 ・適用する ・適用しない

・適用する ・適用しない

・ゆず肌状 ・凸部処理 ・凹凸模様

・溶剤系

・つやなし

防火

材料

ALCパネルの場合の 5 

下地処理

内壁目地部の形状　※V形目地付き (15.5.4)

マスチック塗材塗り 6 種別 ・A種 ・B種（仕上材塗り：EP-G　※B種 ・A種）

ロックウール吹付け 7 ロックウールのホルムアルデヒド放散量 (15.8.2)※規制対象外

接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外

吹付け厚さ(mm) ・図示 ・25

見本の製作等

※建具表による

 2 建具見本の製作 ・行う（建具符号：　　　　）

・行わない

建具見本の程度 ・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組 ・行う（建具符号：　　　　）

・行わない

 3 ・　　　　　）

・適用しない

 4 

外部に面する建具

・　　　　）

・B種（建具符号：※建具表による ・　　　　）

・C種（建具符号：※建具表による ・AW　）

防音ドアセット、防音サッシ ・適用する　遮音性の等級（T-2,T-4）

・建具表による

・適用しない

・A種（建具符号：※建具表による ・　　　　）

（建具符号： ・　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ G ・適用する　断熱性の等級（H-5）

・建具表による

・適用しない

（建具符号： ・　　　　）

耐震ドアセット ・適用する　面内変形追随性の等級（　　）

・建具表による

・適用しない

枠の見込み寸法 ・建具表による

表面処理

外部に面する建具 ・B-2種

皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による ・　　　　）

着色（ ・アンバー ・ブラック系・ブロンズ ・ステンカラー)

・C-1種 ・C-2種

皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による ・　　　　）

着色（ ・アンバー ・ブラック系・ブロンズ ・ステンカラー)

結露水の処理方法 ※図示

水切り板、ぜん板 ※図示

 5 

材　種 網　目線　径種　類

・防虫網

・防鳥網

※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

・ステンレス(SUS 316)製

※0.25mm以上 ※16～18メッシュ

ステンレス(SUS 304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

(16.2.3)

 6 樹脂製建具 (16.3.2～5)

（建具符号：

性能等級

外部に面する建具

・　　　　）

・B種（建具符号：※建具表による ・　　　　）

・C種（建具符号：※建具表による ・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ ・適用する　遮音性の等級（

・建具表による

・適用しない

・A種（建具符号：※建具表による ・　　　　）

（建具符号： ・　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ G ・適用する　断熱性の等級（

・建具表による

・適用しない

枠の見込み寸法 ・建具表による

表面色

・T-1 ・T-2）

・H-4 ・H-5 ・   ）

※標準色 ・特注色

水切り板、ぜん板 ※図示

※複層ガラスガラス

 7 性能等級

（建具符号： ・　　　　）

簡易気密型 ・適用する

・建具表による

・適用しない

（建具符号：

外部に面する建具の耐風圧性

・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ ・適用する　遮音性の等級（T-2,T-4）

・建具表による

・適用しない

・S-4（建具符号： ・　　　　）

（建具符号： ・　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ G ・適用する　断熱性の等級（H-1）

・建具表による

・適用しない

（建具符号： ・　　　　）

耐震ドアセット ・適用する　面内変形追随性の等級（　　）

・建具表による

・適用しない

・S-5（建具符号： ・　　　　）

・S-6（建具符号： ・　　　　）

 8 

材　料 厚　さめっき付着量

鋼板

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

・JIS G 3317（溶融亜鉛-5％

アルミニウム合金めっき鋼板）

※Z12又はF12

※Y08

・標準仕様書表16.4.2による

(16.2.2)(16.5.2～4)性能等級

（建具符号： ・　　　　）

簡易気密型 ・適用する

・建具表による

・適用しない

（建具符号： ・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ ・適用する　遮音性の等級（T-1）

・建具表による

・適用しない

（建具符号： ・　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ G ・適用する　断熱性の等級（　　）

・建具表による

・適用しない

（建具符号： ・　　　　）

耐震ドアセット ・適用する　面内変形追随性の等級（　　）

・建具表による

・適用しない

鋼板

鋼板の厚さ

※亜鉛めっき鋼板 ・ビニル被膜鋼板 ・カラー鋼板

・標準仕様書表16.5.1による

召合せ、縦小口包み板の材質 ※鋼板

・適用する

・適用しない

(15.5.2)

増塗材 ・適用する ・適用しない

・建具表による

・建具表による

・建具表による

耐火被覆二層管VP ・ アルミ

図示

0.5

20

・図示

置き床下地

壁下地

（図示）

ラワン

　鋼板

（図示）

・アルミ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ面格子型　（表面処理 B-2類 ブラック系）

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

図示

図示

図示

○

○

○

○

○

□

□

□

□

□

□

□

○・建築工事監理指針（下巻）14.4.4工法（j）

○

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

(12.2.2,3)接着剤 6 

※ 規制対象外

ホルムアルデヒドの放散量

・防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材防腐・防蟻処理 (12.3.1,2)

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

 7 

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・K2 ・K3 ・K4

・K2 ・K3 ・K4

・K2 ・K3 ・K4

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部位 処理の方法

※標準仕様書12.3.1(3)(ⅱ)①～④による ・K2

・ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐・防蟻処理

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

(13.2.2,3)

(13.2.2)(13.3.2,3)(表13.2.1)

山高、山ピッチ

屋
根
及

び
と

い
工

事

 1 13

 2 

長尺金属板葺

折板葺

形式
材料に

・重ね形

下葺材料

施工箇所
塗膜の耐久性、めっき付

備考

※JIS G 3322

着量等の種類及び記号

板及びコイル

の種類
屋根葺形式

厚さ

(mm)

・心木なし瓦棒葺

・立平葺

・蟻掛葺

・横葺

の屋根用コイル

・アスファルトルーフィング940

・改質アスファルトルーフィング下葺材

（・一般タイプ ・複層基材タイプ ・粘着層付タイプ）

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・適用しない

雪止め ・設置する（図示）

・30分

・無し

耐火

性能

軒先

面戸板施工箇所 による区分

山高 山ピッチ
よる区分

・はぜ締め形

・かん合形

耐力に

よる区分

厚さ

(mm)

・有り

・無し

※鋼板製

・アルミニウム

合金板製

（　）種

材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　）

塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　）

断熱材 ・有り（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　　防火性能：　　時間)

・無し

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（

及び積雪荷重に対応した工法）

・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

勾配屋根 0.40

CGLCCR-20-A2150

○

○

○

○

特記仕様書３

A－03



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

・ファイバーグラスタイプ

ステンレス製建具

ガラス

クリア

色調
呼び寸法

・正方形

・長方形

表面

80

目地幅(mm)

(9.7)(16.14.2～4)(表16.14.1)

防火性能 

・有り

※無し

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

オーバーヘッドドア

セクション材料

・スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板※バランス式

・チェーン式

・電動式

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

・ステンレス鋼板

開閉方式 収納形式

(16.13.2,3)

ガイドレールの材質

(16.14.5)

 9 (16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～4)

建
具
工
事

16
性能等級

（建具符号： ・　　　　）

簡易気密型 ・適用する

・建具表による

・適用しない

（建具符号：

外部に面する建具の耐風圧性

・　　　　）

防音ドアセット、防音サッシ ・適用する　遮音性の等級（　　）

・建具表による

・適用しない

・S-4（建具符号：・建具表による ・　　　　）

（建具符号： ・　　　　）

断熱ドアセット、断熱サッシ G ・適用する　断熱性の等級（　　）

・建具表による

・適用しない

□

（建具符号： ・　　　　）

耐震ドアセット ・適用する　面内変形追随性の等級（　　）

・建具表による

・適用しない

・S-5（建具符号：・建具表による ・　　　　）

・S-6（建具符号：・建具表による ・　　　　）

鋼板（屋外） ※SUS 304

鋼板（屋内） ※SUS 304

表面仕上げ ※HL仕上げ ・鏡面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工 ※普通曲げ ・角出し曲げ

17

による区分による区分

耐風圧

区分(Pa) による区分

・125

・100

・75

・50

18 ※建具表による

19 ガラスブロック

形状

・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

・250×125

・320×160

厚さ

・95

・125

・95

・125

95

95

80

乳白

伸縮調整

目地(mm)平積み 曲面積み

※8～15

・15～25

外側

※15以下

内側

※6以上

※6m以下ごとに

10～25

・図示

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材 ・設ける（形状　※図示

・設けない

・　　　　）

力骨 材質 ※ステンレス鋼(SUS 304)

寸法 ※径5.5mm)

形状 ※はしご形状複筋及び単筋

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー 材質 ・ステンレス製 ・アルミニウム製

寸法 ※図示

形状 ※図示

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

対応した工法）

・適用しない

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

目地部の力骨の補強方法

※ガラスブロック製造所の仕様による ・図示

材　　　種建具の種類

※シーリング材

・シーリング材

・シーリング材

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

ガラス留め材及び溝の大きさ

・ガスケット

・グレイジングチャンネル形

※標準仕様書表16.14.1による

・図示

※標準仕様書表16.14.1による

・図示

※標準仕様書表16.14.1による

・図示

カーテンウォールの材料

カ
ー

テ
ン

ウ
ォ

ー
ル

工
事

メタルカーテン

ウォール

17  1 

※ アルミニウム製

材　料

※標準仕様書16.2.3による

表面処理

(17.2.2,3,5)

取付方法、性能等 (17.1.3)(17.2.2)(17.3.2)

取付方法 ・層間方式 ・柱・梁方式 ・方立方式 ・スパンドレル方式

性能

水密性
耐震性能

水平方向(kH) 垂直方向(kH)
気密性 遮音性 断熱性 耐火性能

耐温度差性

(℃)

・1.0 ・0.5 ・30分

・1時間

・80

・70

・60

耐風圧性能

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

対応した工法）

・適用しない

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

支点間距離(h) 耐風圧性能 状　態

・たわみ量が±(1/150)×h

かつ絶対量20mm以下であること4m以下

4mを超える

部材の脱落、ガラスの破損及び

主要部材に有害な歪みが起こらないこと。

層間変異追従性

建築物の構造種別 層間変位量(h=支点間距離) 変位後の状態

・±(1/200)×h以上
鉄骨造

鉄骨鉄筋コンクリート造

部材の脱落、ガラスの破損及び

主要部材に有害な歪みが起こらないこと。

シーリングは補修程度の破損であること。・±(1/300)×h以上鉄筋コンクリート造

シーリング材

下表以外は標準仕様書表9.7.1による

被着体の組合せ
記号

シーリング材の種類

主成分による区分

金属

ガラス

カーテンウォール板間目地

ガラス

石、タイル

ガラス

構造用ガスケット

・適用する　(施工箇所 ・図示 ・　　　　　　）

材質 ・クロロプレン系 ・EPDM系

寸法(mm)　ガラス板厚（　　）、支持枠の厚さ（　　）、ウェブの寸法（　　）

・Y型形状

・シリコーン系

・H型 ・C型

・適用しない

断熱材 G□
種類（PA66GF25）

厚さ(mm)（14.8）

施工箇所 ・図示

耐火材料

施工部位 種　別 規格帯

・ファスナー部

・取付けブラケット

・パネル目地部

・層間ふさぎ

 2 

・A-1種 ・A-2種 ・行う

・行わない

映像調整規格等

皮膜等の種類（※標準仕様書

表14.2.1による

着色（ ・アンバー

・ブラック系 ・ステンカラー)

・ブロンズ

製品及び取付位置の寸法許容差　※標準仕様書表17.2.1～3による

ガラス溝の寸法、形状　※製造所の仕様による

PCカーテンウォール 3 カーテンウォールの材料 (17.3.2～5)

コンクリート　※標準仕様書17.3.2(a)(ⅰ)～(ⅳ)による

鉄筋 ※SD295A（ ・D13 ・D10）

補強鉄線の径(mm)　※3.2 ・4.0 ・5.0 ・6.0

配筋 ※図示

先付けの材料 ・サッシ枠 ・ゴンドラ用ガイドレール

表面仕上げ材 ・磁器質タイル

・石材（ ・花こう岩 ・大理石 ・　　　）

ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)

・h=1～+2、W1及びW2=±1

製品及び取付位置の寸法許容差　※標準仕様書表17.3.1～2による

材料

素地ごしらえ

塗
装
工

事

18 (18.1.3) 1 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外

・防火材料 ※屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　　　）

 2 

 3 

(18.2.2～7)

下地面等

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

コンクリート面、ALCパネル面及び押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

種　別

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※A種

※B種

※C種

・A種

※B種

※B種

※A種

※B種

・B種

・A種

・A種

・B種

・A種

・A種

・B種

・A種

・B種

・C種

錆止め塗料塗り (18.3.2,3)

下地面等 塗料の種別工程の種別

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

見え掛り部分

見え隠れ部分

鋼製建具

鋼製建具以外

※A種

※B種

・B種

・A種

※C種 ・A種 ・B種

※A種 ・B種 ・C種 ・A種 ・B種

・C種

 4 塗装

塗　装 種　別 塗料の種類

・合成樹脂調合

ペイント塗り

・クリヤラッカー塗り(CL)

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り

(DP)

・つや有合成樹脂

エマルションぺ

イント塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ラッカーエナメル塗り(LE)

・オイルステイン塗り(OS)

・木材保護塗料塗り(WP)

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び押出成形セメント板面

コンクリート面等

屋内の鉄鋼面

※A1 ・2種

※A1 ・2種

※A1 ・2種

※A1 ・2種

ー

ー

上塗り等級( )級

※A種 ・B種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

ー

※B種 ・A種

※B種 ・A種

ー

ー

※A種 ・B種 ・C種

上塗り等級( )級

上塗り等級( )級

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

ー

(SOP)

(18.4.1～18.14.2)

屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射塗装 G とする。 □

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

※ 規制対象外

発泡層のあるもの

発泡層のないもの

工法　※熱溶接工法

接着剤のホルムアルデヒドの放散量接着剤

ビニル床シート G

19  1 

内
装

工
事

 2 

種　類

・無地

JIS記号

※NC

色　柄 厚さ(mm)

※2.0

(19.2.2,3)

(19.2.2)

□

(複層)

・無地

・柄物

・柄物

特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重性

・防滑性

・耐薬品性

備考施工箇所

・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　）

特殊機能

帯電防止 ・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～10 Ω程度2 10

 3 ビニル床タイル G □

・KT

・無地

JIS記号

・CT

色柄 厚さ(mm)

※2.0

・FOA

(複層)

・無地

・柄物

・柄柄

特殊機能

・帯電防止

備考施工箇所

(19.2.2)

(コンポジション)

(置敷き)

・無地

・柄物

・2.5

・3.0

・3.0

・2.0

寸法(mm)

・300×300

・450×450

・300×300

・450×450

・500×500

・防滑性

・帯電防止

・防滑性

・帯電防止

・防滑性

 4 

高さ(mm)

(19.2.2)ビニル幅木 材質 ・軟質 ・硬質

※60 ・100・70

厚さ(mm) ※1.5以上

 5 

高さ(mm)

(19.2.2)ゴム床タイル 色柄 （　　　　　　　　　　　　）

・3.0 ・6.0・4.5

厚さ(mm) （　　　　　　　　　　　　）

・9.0

下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・カット、

・タフテッドカーペット

・カットパイル

・ループパイル

カーペット敷き G 6 ・織じゅうたん

・B種

・C種

・A種

種別

・5～7 ※ 全面接着工法

・ グリッパー工法・4～6

・4

・柄物

工　　法パイル長さ(mm)

パイル形状

・無地

色柄等 備　考

(19.3.3)(表19.3.1)

(19.3.3、4)(表 19.3.2)

□

・適用する

(性能：※人体帯

電圧3kV以下

・　　　)

・適用しない

（標準品）

ループ併用

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

織り方 耐電性

備　考

・レベルループパイル

(性能：※人体帯

電圧3kV以下

・　　　)

・適用しない

帯電性

下敷き材（グリッパー工法の場合）

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm

・適用する

・カット・ループ併用

・ｶﾗｰﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ仕上げ

1000Pa

・B-1種^I

・ﾉｰワックス

A-4 H-3

※図示

・図示・木目

○

○

○ ○

○

○

○

○

○○

○

SR-1 シリコーン系

MS-1 変成シリコーン系

SR-1 シリコーン系

SR-2 シリコーン系

○

○

○

○ ○

○○

○

○

○

○

天然木化粧複合フローリング G

・適用する（性能：※人体帯電圧3kV以下

複合フローリングのホルムアルデヒドの放散量

塗料のホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外

・タイルカーペット

エポキシ樹脂塗床材

・厚膜型塗床材

種　類

種　類

フローリング張り 8 

合成樹脂塗床 7 

・厚膜流し展べ工法

・樹脂モルタル工法

※なら

樹　種工　法

・無塗装品

(19.5.2～7)(表19.5.1～6)

仕上塗装

・塗装品

(19.4.2)

※平滑仕上げ

仕上げの種類

・薄膜流し展べ工法

(19.4.2,3)(表 19.4.1～7)

(19.3.3,4) 

・カット・ループ併用

・カットパイル

※ループパイル

パイル形状 総厚さ（mm）

※ 6.5

・第二種

※ 500×500※第一種

種　類 施工箇所

間伐材等

の適用

・ニードルパンチカーペット

厚さ(mm) （　　）

帯電性

・適用しない

・　　　）

備考 （　　　　　　）

(19.3.3)

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

備　考寸法（mm）

※ 6.5

※ 6.5

※ 500×500

※ 500×500

タイルカーペットの敷き方 平場 ※市松敷き ・模様流し

階段部分 ・市松敷き※模様流し

見切り、押え金物 ・適用する（材質、形状等　※図示

・適用しない

・　　　　　)

弾性ウレタン樹脂系

・厚膜型塗床材

・アクリル樹脂塗床材

・薄膜型塗床材

(JIS K 5970)

施工箇所 工　法

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

工程

塗布量（kg/㎡）

表面仕上げ

・平滑 ・防滑

溶剤

・水性系 ・溶剤系 ・無溶剤系

仕上げ色

・標準色

塗床材

単層フローリング G □

※なら

※なら

※なら

※なら

厚さ

(mm)

・15・釘どめ工法

(根太張り)

・釘どめ工法

(直張り)

・接着工法

・接着工法

・モルタル

・接着工法

埋込み工法

・フローリング

ボード

・フローリング

ブロック

・モザイク

パーケット

・12以上

・12以上

※15

15

大きさ

(mm)

幅 75

板長さ 500以上

幅 75

板長さ 300以上

幅 75

板長さ 300以上

303×303

303×303

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

種　類

※なら

樹　種工　法

・無塗装品

仕上塗装

・塗装品

間伐材等

の適用

※なら

厚さ

大きさ(mm)

・釘どめ工法

(根太張り)

・釘どめ工法

(直張り)

・接着工法

・複合1種

板幅

板厚

・75以上

防湿処理

□

フローリング

・複合2種

フローリング

・複合3種

フローリング

・8以上

板長さ

900以上

・適用する

・適用しない

種別

・A種

・B種

※C種

※規制対象外

接着工法の場合の緩衝材　※合成樹脂発泡シート

現場塗装仕上 ・行う（施工箇所　　　　　　　　）

・行わない

※ウレタン樹脂ワニス塗り

・オイルステインの上、ワックス塗り

・生地のままワックス塗り

図示

・無塗装品

・塗装品・適用する

・適用しない

○

○

○

図示

○

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散

下地の種類 ・標準仕様書　表12.6.1による床組  

・ポリスチレンフォーム床下地(ノンフロン G )

畳敷き 9 (19.6.2)(表19.6.1)

□

種別 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種（畳床： ・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

が極めて少ない材料を使用したものとする。

木製建具10 建具材の加工、組立時の含水率　※B種 (16.7.2～4)

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※規制対象外

かまち樹種（　ヒノキ　　　）　鏡板樹種（　　　　　　　　）　　

上張り

・フラッシュ戸

表面材の合板の種類

合板の種類 規　格　等 備　考

・普通合板 G □ 表面の樹種

生地、透明塗料塗り

(※ラワン合板程度 ・　　　　)

不透明塗料塗り

(※しな合板程度 ・　　　　)

板面の品質（　　　）

接着の程度（ ・1類 ・2類)

・天然木化粧合板 G □ 樹種名（　ヒノキ　　　　　　　　）

接着の程度（ ・1類 ・2類)

・特殊加工化粧合板 G □ 化粧加工の方法

（ ・オーバーレイ ・プリント ・塗装）

表面性能（　　　　　）タイプ

接着の程度（ ・1類 ・2類)

表面板の厚さ　※表16.7.6による

・かまち戸

見込み寸法　※36mm ・建具表による

・ふすま

張りの種別（ ・Ⅰ型 ・Ⅱ型）

・鳥の子 ・新鳥の子又はビニル紙程度　押入等の裏側は雲花紙程度

縁仕上 ・塗り縁 ・生地縁（素地） ・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

見込み寸法　※19.5mm ・建具表による

・戸ぶすま

見込み寸法　※30mm ・建具表による

・紙張り障子

見込み寸法　※30mm ・建具表による

枠、くつずりの材料 ・建具表による○

建具用金物11 金物の種類・見え掛り部の材質等 (16.8.2,3)

※標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による

樹脂製建具に使用する丁番　※標準仕様書表16.8.3による

・図示による

・図示による

錠前類

・図示による

クローザ類

○

○

○

○

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置

・クレセント取付位置は監督員と協議すること

12 マスターキー (16.8.4)

その他の鍵

鍵箱

鍵 ・製作する ・製作しない

※各室3本1組

・有り ・無し

○ ○

自動ドア開閉機構13 (16.9.2,3)

自動ドア

・SSLD-1

・SSLD-2

・DSLD-1

・DSLD-2

・SWD-1

・SWD-1

※標準仕様書表16.9.1による

性　能 防　錆 センサーの種類 凍結防止

・適用する

・適用しない

・マットスイッチ

・光線(反射)スイッチ

・熱線スイッチ

・音波スイッチ

・光電スイッチ

・電波スイッチ

・タッチスイッチ

・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ

・多機能便所スイッチ

・行う

(適用箇所は

建具表による)

・行わない

・図示

※標準仕様書表16.9.2による

重量シャッター

・屋内用防火シャッター

・防煙シャッター

・一般重量シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡シャッターの種類

スラットの材質

開閉形式　※手動式

自閉式上吊り引戸装置 (16.10.3)

耐風圧強度（　　）N/㎡

(16.12.2～4)

14 性能　※標準仕様書表16.10.1による

15 (16.11.2,3)

・外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

開閉機構による種類 ・上部電動式（手動併用） ・上部手動式

一般重量シャッターのシャッターケース ・設ける ・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

鋼板の種類

めっきの付着量

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

※Z12又はF12

軽量シャッター16 ・上部電動式（手動併用）

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

めっきの付着量（※Z06又はF06 ・　　　　)

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板）

めっきの付着量（※AZ90 ・　　　　)

スラットの形状 ・インターロッキング形 ・オーバーラッピング形

○

特記仕様書４

A－04



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

※規制対象外

合板類、MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

ユ
ニ

ッ
ト
及

び
そ

の
他

の
工

事

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする

スロープ及びボーダー

配線用取り出しパネル

・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

ハンガーレールの取付け下地の補強

圧縮装置の

・0.6・鋼板

表面材の材質

・ステンレス製（SUS 304）

ビニルタイヤ入り

※接着工法

※幅木タイプ

階段滑止め

トイレブース

・スタッド

・スタッド式

・パネル式

移動間仕切

可動間仕切

・36未満・平行方向

遮音性

・鋼板

構造形式

構成機材の種類
総厚さ

・溝構法

(20.2.5)

(20.2.6)

遮音性能

・0

操作方法

表面仕上材

・焼付け塗装

・壁紙張り

・部分電動式

焼付又はアク

・メラミン樹脂

厚さ

・壁紙張り

表面仕上材

(20.2.4)

防火

(20.2.3)

・不

・5,000N ・タイルカーペット

※規制対象外

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

寸法(mm)

壁紙の種類

その他

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ

断熱材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

フリーアクセスフロア 1 
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・パネル構法

施工箇所 構　法

断熱材 G12

壁紙張り11

施工箇所
プラスチック紙 繊維

・帯電防止床タイル・3,000N

所定荷重 表面仕上げ材 備  考 

(20.2.2)

・不

防火性能
無機質

備　考

・接地部分

種　類

・A種硬質ウレタンフォーム保温材

・保温板(2種b) ・25

・25

施工箇所厚さ(mm)

・インシュレーションボード G

・ハードボード（素地）G

種　　類

・普通木毛セメント板 G

・硬質木毛セメント板 G

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

・メラミン樹脂化粧板

・単板張り

・化粧せっこうボード(木目)

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・ミディアムデンシティ

・せっこうボード

その他ボード及び

せっこうボード、10

GB-D 12.5(不燃)　幅440mm程度

・無研磨板

不透明塗料塗り

表面の材種

JIS K 6903による厚さ（※1.2

模様(・柾目

HB

MDF

・フラットタイプ（

・15

・タイプ2（無石綿）

9.5(不燃)

化粧有(トラバーチン模様)

化粧無(下地張り用) 

・12.5(不燃)

12.5(不燃)

・12.5(不燃)

GB-S

GB-L

GB-F

GB-NC

GB-R

9.5

NW

HW

JIS記号

DR

0.8FK

・15(不燃)

・6

厚さ(mm)、規格等

(19.7.2,3)(表19.7.1)

・普通合板 G

・硬質木片セメント板 G HF

ファイバーボード G

パーティクルボード G

□

□

□

□

IB

・グラスウール吸音ボード32K

・ロックウール吸音ボード1号 ・25

GW-C

RW-B

合板張り ・20 ・25

・15 ・20 ・25

・15 ・20 ・25

・18 ・21

・中質木毛セメント板 G □

・普通木毛セメント板

MW

NF

・12 ・15

・30

・8

1.0FK

・9(不燃) ・12 ・　）

・凹凸タイプ（ ・12(不燃) ・15 ・　）

・30(ガラスクロス包)

(19.8.2,3)

・化粧せっこうボード

(トラバーチン模様)

・天然木化粧合板 G

・特殊加工化粧合板 G

・ポリエステル樹脂化粧板

・化粧パーティクルボード G

GB-D(T)

・15.0(不燃)

・板目) 専用下地材有り

9.5(準不燃)

生地、透明塗料塗り

（※ラワン程度 ・　　　　　）

（※しな程度 ・　　　　　）

板面の品質（　　　　）

厚さ(mm)　（　　　　）

接着の程度（　　　　）

・防虫処理 ・難燃処理 ・防炎処理

樹種名（　ヒノキ　　　　）

（ ・オーバーレイ ・プリント ・塗装）

接着の程度（ ・1類 ・2類）

厚さ(mm)　（　　　　）

・防虫処理 ・難燃処理 ・防炎処理

・防虫処理 ・難燃処理 ・防炎処理

化粧加工の方法

表面性能（　　　　　　）タイプ

接着の程度（ ・1類 ・2類）

厚さ(mm)　（　　　　）

・　　　）

・9 ・12・3 ・7

・研磨板

・15 ・18・10 ・12

・単板オーバーレイ ・プラスチックオーバーレイ

・塗装

・10(難燃) ・12(難燃)

・無研磨板（

・研磨板　（

・スタンダード ・テンパード）

・スタンダード ・テンパード）

・内装用・ハードボード（化粧）G ・外装用

・5 ・7・2.5 ・3.5

A級（

・15 ・18・9 ・12

・天井仕上 ・内装仕上 ・　　　）

□

□

□

□

□

□

□

□

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材 ・適用する（ ・シーリング材 ・ジョイントコンパウンド）

・適用しない

合板類の張付け ※B種 ・A種

せっこうボードの目地工法 ・仕上げ表による

(19.9.2,3)
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内
装

工
事

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外

・準不燃

・不 ・準不燃

・不 ・準不燃

・不 ・準不燃

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

コンクリート・ALC面の素地ごしらえ

せっこうボード面の素地ごしらえ

・断熱材打込み工法

・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・押出法ポリスチレンフォーム保温材

（スキンなし） ・保温板(3種b)

・フェノールフォーム保温材

（3種2号を除く）

・断熱材現場発泡工法

断熱材の種類 ※A種1 ・B種1

厚さ(mm) ・25 ・30

施工箇所 ・図示

・0.6G

・1.0G

耐震性能
高さ

・500×500

(mm)

帯電防止性能(U値) ・0.6以上 ・1.2以上（サーバー室）

感電防止性能 （漏えい抵抗　R≧1×10 Ω） 6

寸法精度

※標準仕様書20.2.2(b)(5)(ⅰ)～(ⅲ)による

厚さ　±0.5mm

平坦度 パネル周辺部　1.0mm以下

図心と各頂点を結ぶ線上部　2.0mm以下

表面仕上材の品質、性能、標準仕様書19章による。

構成材の品質 ・アルミニウム製 ・鋼製(仕上げ：溶融亜鉛メッキ鋼板）

・製造所の仕様による ・図示

配線取り出し開口

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合 ・20～30％

・パネル1枚につき、40mm×80mm　程度の開口1箇所以上

・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル ・なし ・あり（形式、施工箇所：図示）

 2 

(内蔵)

(露出)

・スタッド式

パネル式

(dB/500Hz)

リル樹脂焼付け

(mm)

パネル表面

仕上げ
性能

・0.8

材質スタッド パネル (mm)

・12

・20

・28

・36

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示 ・　　　　） ・なし

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

 3 

(dB/500Hz)

・36以上

パネル表面仕上げ材質

総厚さ

(mm)

・プッシュ式

・ハンドル式移動式

・二方向

移動式

操作方法走行方向

・手動式

・電動式

パネル表面仕上げ材の壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように

補強する。

・図示

 4 

脚　部

形　状 形　状 材　質

ドアエッジ

・標準

・R

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同等

視覚障害者用床タイル 5 (11.2.2)(19.2.2)

厚さ(mm)施工箇所 種　類 寸法(mm)

・塩化ビニル製

・磁器質タイル

・せっ器質タイル

・レジンコンクリート製

・SUSピン

・300×300 ・7.0

・300×300

・300×300

・13.0+5.0

ブロックパターンは JIS T 9251 による

 6 

材　種 幅(mm) 取付け工法 端部フラットエンド

・あり

・なし

・ビニル製

・ステンレス製・埋込み工法

・集成材溝堀

手すり 7 

・集成材

・ビニル製ハンドレール

材　種 表面仕上げ

・35

・鋼製パイプ

※ステンレスパイプ

備考 取付箇所直径(mm)

・クリヤラッカー

・HL

・EP-G

・SOP

・45

黒板及び

　ホワイトボード G

鏡

厚さ（mm）

寸法（mm）

・焼付け

・ほうろう・ホワイト

ボード

・黒板

種　類

白

寸法(mm)

・緑

色　彩

(20.2.9)

形　式

・平面

(20.2.8) 8 

□

・黒 ・曲面

・スクリーン付き引き分け

・スクリーン付き引き分け・平面

・曲面

 9 取付箇所　（　トイレ　　）

・図示

※5

寸法(mm) 備  考 

・衝突防止表示

( ・両面・両面 ・片面)

・室名札

・ピクトグラフ

・とびら番号

・案内板

材　質 厚さ(mm) 取付高さ(mm)

・ステンレス製

・図示

・アクリル板

・アルミ板

・図示

・アクリル板

・アクリル板

・図示

・30φ

・図示

・180×180

・図示

・図示

・市販品

・5

・1.5

・図示

・5

・図示

・5

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

(20.2.10)

案内用図記号については JIS Z 8210による。

表示10

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

トラップ付き

バックガード有り

流し台ユニット

・600

・流し台

・コンロ台

・水切り

・つり戸棚

種　類
寸法(mm)

くつふきマット

市販品　　　　IHコンロ付き

22

材　種 受　け　枠 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼（SUS 304）製

・ステンレス鋼（SUS 304）

・硬質アルミニウム合金

23

備　考

天板ステンレス製・1800

・1500

・1200

・900

・1200

・900

・1200

・600

・650

・600

・550

・450

ー

W D H

・850

・800

・650

・600

・550

・670

・620

天板ステンレス製

市販品

市販品

市販品

ステンレス製

・1段式

ー

品質・性能　JIS A 4420による

形状 ※図示

24

・アルミニウム合金製

高さ(m)

旗竿

・テーパー型

・同一断面型

操作方法

・ハンドル式

・ロープ式

固定方法

・埋込み式

・ベース式

・バンド式

備　考材　質 形　式

材種旗竿受金物25 ・ステンレス製（SUS 304）

26

27

・樹脂塗装メッシュフェンス

・ビニル被覆エキスパンドフェンスフェンス

車止めさく

・上下式鎖内蔵型 ・標準品

柱径・肉厚(mm)材　種形　式 高さ(mm)

・ステンレス製

・スプリング式

フェンスの種類

・鋼管フェンス

・アルミフェンス

高さ ・図示

28 プレキャスト

コンクリート

コンクリートの設計準強度 (20.3.3～4)

※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/㎡を満足する調合強度

・図示

配筋

※配筋を定めた計算書を監督員に提出する。

・図示

取付け方法

※図示

□

・約35

区　分

・700

・500

・60

・ピット天井

・30

・600×600

100

図示

・パネル構法

・置敷式溝構法 ・600×600

・500×500 ・1.0G

・1.0G

・5,000N

・5,000N

・タイルカーペット

・タイルカーペット

アルミ ガラス 70

69

・図示 ・図示

200

40

・40

・60

・50

・陸屋根

・図示

勾配屋根　外壁

・外壁

・図示

GB-D(P)

・図示

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

図示

図示 ○ ○

○

○

○

・図示

・図示

29 間知石及び

コンクリート

間知ブロック積み

質量区分材　種 種　類 備　考

(20.4.2,3)

材　種

・間知石

・コンクリート

間知ブロック積み

・花こう岩

・凝灰岩

ー ー

・A

・B

積み方 ※谷積み ・布積み

目塗り ・図示

伸縮目地　　材種 ・図示

厚さ ・図示

30 鋼製書架及び物品棚

耐荷重による種類種　類 規格等

・鋼製書架 JIS S 1039による ・1種

・鋼製物品棚

・2種 ・3種

・4種 ・5種 ・6種

31 屋内掲示板 枠の材質 ※アルミニウム製

表面の材質 ※塩ビ発泡シート張り

32 洗面カウンター 材種

奥行き(mm)

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材） ・人工大理石　

・約450 ・約600

・可動式（天井収納型）

・固定式

・可動式

※網入り磨き板ガラス

・線入り磨き板ガラス

（巻取り型）

・垂直降下式

・回転降下式

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

防煙垂れ壁

※500

・800

※500

・800

鋼板製又はアルミ製

※ 不燃

（不燃認定品）

材　質

種　類

※6.8

材　質

厚さ(mm)

表面仕上げ

※天井材張り

ガイドレール

アルミ製枠付き

※固定式（壁埋込型）

※500

高さ(mm)

高さ(mm) 備　考

備　考

33

34 材質・形状・寸法　　※図示

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒドの放散量

収納家具

※規制対象外 ・第三種

35

施錠

照明器具屋外掲示板 ※有り ・無し

※有り ・無し

36 敷地境界石標 種類 ※コンクリートブロック製（市販品）

・花こう石類（文字記号等入り）

設置方法

根切り底を突き締めたうえ、厚さ60mmの砂利地業を行い、コンクリートで根巻きして建て

込む。建込みは監督職員の立会いのもと行う。

コンクリートの場合　　（容積比）セメント1：砂2：砂利4程度

煙突ライニング 煙突用成形ライニング材

適用安全使用温度

キャスタブル耐火材　煙突用成形ライニング材の製造所の指定する製品とする

・400℃

(20.2.11)11 ・ 適用する ・ 適用しない

・650℃

スラットの材質

ブラインド

・ギヤ式

・操作棒式

・2本操作コード

・横型

形　式

・縦型

種　類

・アルミスラット

・クロススラット

ボックス

・鋼製

・100

・80

(20.2.12)12

操作方法

・手動

・電動

・手動

・電動

・1本操作コード式

・コード式

ー

ー

スラット幅

(mm) レールの材種

寸法

取付箇所

・25・アルミニウム

合金製

アルミニウム

合金製

・図示

・図示

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合 G

ロールスクリーン G

材　種 取付箇所 備　考

(20.2.13)13

寸法(mm)操作方式 遮光性能

・ポリエステル ・電動

・スプリング式

・チェーン式

・1級

・2級

・3級

・図示 ・図示

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又はチェーンその他の材料は製造所の仕様による。

・シーリング材（見え掛かり部のみ）

耐火性能

・非耐火型

耐震スリット

天井点検口

床点検口

止水板

・幅20×深さ10

・シーリング材（見え掛かりのみ）

・完全(全貫通型)

形式

施工箇所

目地材

目地寸法(mm)

目　地

・水平方向

・垂直方向

方　向

内壁

タイプ

・耐火型

カーテン

形　式 ひだの種類

・片引き

開閉操作

外壁（幅×深さ）

防水性能

・無し

・有り

備　考

(20.2.14)

目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による

14

取付箇所

・シングル

・ダブル ・引分け

・手引き

・ひも引き

・電動

・フランスひだ

・箱ひだ、つまひだ

・プレーンひだ、片ひだ

きれ地の種別、

品質、特殊加工等

・図示

（暗幕）

使用される繊維のうち、ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品

については G とする□
暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上

15

溝幅×深さ（mm）ブラインドボックス

及び

カーテンレール 材種 (20.2.14)・アルミニウム製 ・ステンレス製

形式 ・シングル ・ダブル

・片引き ・引分け

強さによる区分 ・10-90

仕上げ

形状

・アルマイト

・角形

16

カーテンボックス

・90×150 ・120×80 ・120×150 ・150×80 ・図示

材質 ・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　）

・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

表面処理 ・C-1

・C-2（

皮膜等の種類　※標準仕様書表14.2.1による

・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　）

17

材　種 寸　法 形　式 外　枠 内　枠

・アルミニウム製

・ステンレス製

・450×400

・600×600

・一般形

・密閉形

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

19

材　種 寸　法 形　式 備　考

・アルミニウム製 ・450×400

・500×500

・一般形

・結露防止形

・屋内外用

・屋内用

・鍵付き

・鋼製

・密閉形

備　考

目　地

・シーリング材（内外とも）

・幅20×深さ10

20 ・差込式　　 ・据置式 ・壁張り式

・図示

・アンバー ・ブラック系・ブロンズ ・ステンカラー)

18○

○

○

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○○

21

・有り（　　　　）

エキスパンション

ジョイント金物 材　種 クリアランス 耐火性能 備　考

・ステンレス製

・アルミニウム製 ・50 ・100

・150 ・無し

・樹脂ゴム製

外部は防水型とする

笠木はアルミ製

特記仕様書５

A－05



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

注）１　片持はり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。

（６）屋根、床、壁 ６． 鉄骨工事（施工方法等計画書）１． 建築物の構造内容 ５． 鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）

材    種 使用個所型式　厚　その他（１）建築場所 （１） 鉄骨工事は、指示が無い限り下記による。本構造設計特記仕様はコンクリート設計基準強度（Fc)が 36 N/mm 2以下に適用し

厚（２）工事種別 ・ 新築　　　・ 増築　　　・ 増改築　　　・ 改築 鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。 ・　日本建築学会『ＪＡＳＳ ６』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』

（３）構造設計一級建築士の関与 ・ 必要　　　・ 必要としない
（１）コンクリート

法第20条第一号（高さ60m超） ・　コンクリートは JIS A 5308（ﾚﾃﾞｨ-ﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）に適合するJIS認定工場の製品とし

法第20条第二号（　・　RC高さ20m超 ・　S造4階以上　・　木造高さ13m超　・　その他） 　　施工に関しては標準図に記載されている事項を除きJASS 5(最新版)による。

（４）構造種別        ・　耐久設計基準強度 Fd  ・　短期(30y-18)　・　標準(65y-24)　・　長期(100y-30) 　・　超長期(200y-36)

・　セメントはJIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。・ 木造（Ｗ）　・ 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　・ 鉄骨造（Ｓ）　・ 鉄筋コンクリート造（ＲＣ） ３． 地盤

・ 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）　・ 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）　・ その他
（１）地盤調査資料と調査計画

・　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打込
（５）階数

・ 有　（　・ 敷地内　・　近隣　）　　・　無 　　養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。
地上　（　　）階　　地下　（　　）階　　塔屋　（　　）階

資料有 調査計画調査項目 調査項目 調査項目資料有 調査計画 調査計画資料有 ・　フレシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術
（６）主要用途

ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験 　　センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の

（７）屋上付属物
水平地盤反力係数の測定 土質調査 物理探査 　　表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（ｶﾗｰ）を保管し承認を得る。

・ 高架水槽（　　　）KN　　・ ｷｭｰﾋﾞｸﾙ（　　　）kN　・　広告塔　　・　煙突　 　　測定検査の回数は、通常の場合、一日一回以上とし、１回の検査における測定試験試験堀（支持層の確認） 平板載荷試験 液状化判定

（８）特別な荷重 　　は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ 現場透水試験 ＰＳ検層

・　構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験方法は、JASS 5T-603によることとし

　　供試体は現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み・ 倉庫積載床用（　　　　）N/m 2　・ 受水槽（　　　　）kN 注）上記表中資料の有るもの、調査計画の有るものに○を記入

　　日ごととする。・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　・ 無（９）増築計画 （２）ボーリング標準貫入値、土質構成

　　また、打ち込み量150ｍ3を超える場合は150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに１回
ボーリング名標 準 貫 入 試 験

深　度 土 質 Ｎ値 　　を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその10 20 30 40 50
(調査ﾎﾟｲﾝﾄ)

２．使用建築材料表・使用構造材料表
　　必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当たり６本孔口標高

孔内水位
　　以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。（規格品ｺﾝｸﾘｰﾄ）（１） コンクリート（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ  JIS Q1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

設計基準強度 ・　ポンプ打ちコンクリートは、打ち込み位置に出来るだけ近付けて垂直に打ち、コン適用場所 備考種類 スランプcm
Fc=N/mm2

　　クリート自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に

　　際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

　　なお、打ち込み継続中における打ち継ぎ時間の限度は、外気温２５℃未満の場合

　　１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

・　コンクリート打込み中及び打ち込後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。

・　乾燥、振動等によってコンクリートの凝結および硬化が妨げられないように養生を行う。

（２）鉄筋

・　鉄筋は、ＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている

　　事項を除き、コンクリートと同様に　JASS5 による。

・　高強度せん断補強筋は、JISＧ3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

・　鉄筋の加工方法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

　　『鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)』または、『壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準』による。
細骨材の種類 ・　　山砂　　・　　砕砂　　・　　人工　　　・　

・　鉄筋継手等粗骨材の種類 ・　　砂利　　・　　砕石　　・　　人工　　　・　

水の区分 ・　　地下水　・　　回収水　・　　工業用水　　・　

混和材料の種類 ・　AE減水剤　・　高性能AE減水剤　・　　　　　・　

■　材齢　（　・　　28日　　・　　56日　　・　　　　）呼び強度を保障する材齢

　　　　　　　　　養生 ■　養生　（　・　現場封かん　・　現場水中　・　標準　　・　　　　）

□ 単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。

（２）コンクリートブロック（JIS A 5406) 

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　厚　・１００　・１２０　・１５０　・１９０　

（３）鉄筋 使用個所 継手工法種類

・　重ね継手（D16以下）・　SD295A

・　SD295B ・　ガス圧接継手（D19以上）異形鉄筋
注) 地盤調査および試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。(JIS G3112) ・　SD345 ・　溶接継手

・　SD390 ・　機械式継手 ４． 地業工事
高強度せん断補強筋 ・　材種 （　　　　　　　　　　）

・　大臣認定番号　MSRB - （１）直接基礎

・　SR235丸鋼 (JIS G 3112)
　　　・　ベタ基礎　・　布基礎　・　独立基礎　　試験掘　　・　有　　・　無

・　6φ150溶接金網（JIS G 3551）

７． 設備関係
（４）鉄骨

2　（載荷試験　・　有　　　・　無　）
鋼材種類規格名称 現場溶接 ・　建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

（２ ）地盤改良 注）建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする・　有　・　無一般構造用圧延鋼材 ・　建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。・　SS400　 ・　SNR400B（ﾌﾞﾚｰｽ）

　　　 ・　浅層混合処理工法　・　深層混合処理工法　・　コマ基礎・　有　・　無 ・　建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突・その他これに類するものは、風圧・地震力等に対して溶接構造用圧延鋼材 ・　SM400A  ・　SM490A
（３）型枠

深さＧＬ－　　　 　1.14ｍ　　支持層　－　　 　　構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。・　有　・　無建築構造用圧延鋼材 ・　SN400A  ・　SN400B  ・  SN490B  ・ SN490C(ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ）

・　煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。・　有　・　無一般構造用角型鋼管 長期設計地耐力　　　　　　  ＫＮ／m 2　（載荷試験　・　有　　　・　無　）・　STKR400 ・　STKR490
・　型枠存置期間 ・　設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、風圧、土圧並びに地震力等に対して安全上

・　有　・　無・　BCR295  ・　BCR235  ・　BCR325冷間成形角型鋼管

支障のない構造とすること。建築物の部分を貫通して配管する場合は、当該貫通部分に配管スリーブを種類（３）杭基礎　　支持層　－ せき板 支  柱・　有　・　無一般構造用炭素鋼管 セ
メ
ン
ト
の
種
類

・　STK400  ・　BCR235  ・　BCR325 存
置
期
間
　
平
均
気
温

部位 設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講じること。管の伸縮変形により損傷が生じるおそれのあ基礎､はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下
・　有　・　無一般構造用軽量形鋼 ・　SSC400

普通ポルトラ早強ポルトラ 早強ポルトラ 早強ポルトラ杭種 材料 施工法 普通ポルトラ 普通ポルトラ る場合には、伸縮継手又は可コウ継手を設ける等損傷防止措置を講じること。早強ポルトラ

ンドセメントンドセメント ンドセメント ンドセメント ンドセメント ンドセメントンドセメント（５）ボルト
管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等、地震等の震動及び衝撃

普通ポルトラ打ち込みトルシア型高力ボルト RC PRC PRC（　　Ⅰ種　　Ⅱ類　　Ⅲ種）S10T
ンドセメント の緩和に有効な措置を講じること。

埋込み(セメントミルク工法）トルシア型が使用できない部分JIS B 1186 高力ボルト PHC H鋼 PHC（　　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種）・　高力ボルト F10T ２ ３ ４ ６ ８ １７ ２８１５℃以上 ・　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

５～１５℃母材が亜鉛メッキされている部分溶融亜鉛メッキ高力ボルト ３ ５ ６ １０ １２ ２５ ２８摩擦杭鋼管F 8T ・　給湯設備は、風圧、土圧、水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする
５℃未満の

材
令

（
日

）

５ ８ １０ １６ １５ ２８ ２８コ
ン

ク
リ

ー
ト

JISSC杭 こと。満水時の質量が15kgを超える給湯設備は周囲に丈夫な壁や囲いを設け、人が危害を受けるおそれ
JIS B 1180・  普通ボルト 4.8(4T) 全般

がない場合を除き、振動衝撃による転倒防止や移動防止に対して、規定の有効な固定方法とすること。国土交通大臣認定品

・　エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。□　材質　　・　SS400  ・ SS490 (M以上) ・ SNR400　・　SNR490 (　　　) ｺﾝｸﾘｰﾄ　Ｆc  　　N／mm 2

・  アンカーボルト
拡底杭ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ場所打ち ・　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合は、スラブ厚さの1/3以下とし管の間隔をｺﾝｸﾘｰﾄ　Ｆq　  　N／mm 2

□　大臣認定品（メーカー仕様による）　・　使用する  ・ 使用しない

ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝｽﾗﾝﾌﾟ    　　cm以下 　　菅径の３倍以上かつ５ｃｍ以上とする。ｺﾝｸﾘｰﾄ杭
・  頭付スタッドボルト ｾﾒﾝﾄ量　　　　kg／mm 3 ﾐﾆｱｰｽｱｰｽﾄﾞﾘﾙ

単位水量　　　　kg／mm 3
径 ・　80　・ 100　・ 120　・　15019φ長さ 手掘鉄筋　主筋 SD ８． その他深礎ＢＨ

22φ 機械掘・　80　・ 100　・ 120　・　150 ・ 100　・ 120　・　15016φ       HOOP SD

・　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

杭仕様　　　　　施工計画承認　　　　杭施工結果報告書
・　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

試験杭 ・　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

0 0

捨コンクリート 普通

土間コンクリート 普通 比重2.4

基礎　　　　 普通 比重2.4

ユニット　　　 普通 比重2.4

1 8 比重2.4

1 52 1

1 8

備考

RC  

鉄筋継手工法 鉄筋の径（2）（1）以外の部位 (*注)

A級 B級 SA級

・　重ね継手 40d 35d (    )d ・　D(    　 )以下

・　圧接継手 ・　D(    　 )以上・　告示1463号第2項各号

・　溶接継手 ・　D(    　 )以上・　告示1463号第3項各号

・　機械式継手 ・　D(    　 )以上・　告示1463号第4項各号

継手位置等の設計条件による仕様・等級

16

（1）引張力最小部位

・　D19未満は、すべて重ね継手とする。

・　継手部分の施工要領は　社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、

　　溶接継手工事、機械式継手工事）による。

　　ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接個所毎(200箇所を超えるときは200

　　箇所毎）に1回行い、1回の試験は5本以上とする。

・　柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、・ Ｈ型（ﾀｶﾞ型） ・ Ｗ型（溶接型） ・ Ｓ型（ｽﾊﾟｲﾗﾙ型）とする。

・　コンクリート及び鉄筋の試験は公的試験機関で行うこと。

・　材料　合板厚１２m/mを標準とする。

85％以上 100%以上

5.0Ｎ／mm 2

設計基準強度の

設計基準強度の50％
コンクリート

の圧縮強度

1 5

1

便所　

・ エレベータ　 　人乗（ﾏｼﾝﾙｰﾑﾚｽ　ﾛｰﾌﾟ・油圧）　・ ﾘﾌﾄ（　　）KN　・　小荷物専用昇降機　LL200kg

１ １1 1（１０）構造設計ルート　　　Ⅹ方向ルート　　　－　（　　　）　Ｙ方向ルート　　　－　（　　）

便所

棟区分

2 1

2 4

D16以下

D19以上

径

D29以上

鋼材　 　SS400　 　SKK490

TACP-0562(粘土) TACP-0563(礫) TACP-0564(砂)

1箇所 (試験位置は監理者の指示による)

●

・　調合計画は、工事着手前に工事監理者の承認を得ること。

●

・　鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

（２） 工事監理者の承認を必要とするもの。

・　製作工場　　・　製作要領書　　・　工作図　　・　施工計画書

Ｈ・　認定グレード（国土交通省大臣） Ｓ Ｍ Ｒ Ｊ

・　材料規格証明書または試験成績表　（　鋼材　高力ボルト　特殊ボルト　頭付スタッド）

※ 社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート

・　社内検査表

（３） 工事監理者が行う検査項目。（○項目以外は検査結果を工事監理者に報告すること）

・　原寸検査　　・　組立、開先検査　　・　製品検査　　・　建方検査　　　・　

（４） 接合部の溶接は下記によること。

・　平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ

・　日本建築学会「溶接工作基準 同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

・　日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

・　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

（５） 接合部の検査

・　溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査率または検査数

検査方法検査個所

％外観目視(※)　  完全溶込み溶接部

(突合せ溶接） ％超音波探傷試験

％・ 硬さ試験内質

検査 ％・ 示温塗料塗布

個ﾏｸﾛ試験・その他

％外観目視(※)

第三者検査機関名 未定

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者または工事施工者が、受入検査を代行させるために自ら

契約した検査会社をいう。

外観目視(※)　平成12年建設省告示第1464号第二号による（目視および計測）

注）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波検査を

100％行うこと。

・　高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

軸力導入試験　・　要　　・　否　　高力ボルトすべり係数試験　・　要　　・　否

*　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。

*　トルシア型高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

（６） 防錆塗装

・　防錆塗装の範囲は、高力ボルトの摩擦面、コンクリート及び耐火吹付で被覆される以外

　　を使用して、4つ星 2回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。

・　現場における高力ボルト等の接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ

　　錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

（７） 耐火被覆の材料

　　の部分とする。錆止めペイントは　・　JIS K5621　・　JIS K5625 　・　　　　　・　JIS K5551

意匠図による。

％

％

％

％

個

％

％

％

％

個

備考工事監理者第三者社内

130  屋根　

厚RC  120  床　　

厚RC  120  壁　　

躯体・基礎

1 5

A－06

構造設計標準仕様書

構造設計標準仕様書

深さＧＬ－　　  　0.76ｍ　　支持層　－　　

長期設計地耐力　　　　　　  30ＫＮ／m

山梨県甲府市大津町　地内



Ｎ

設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事

案内図

案内図　S=1/Free

アイメッセ山梨

甲府市浄化センター

まちづくり部　まち整備室　建築営繕課 A－07
S=1/Free

施工箇所：甲府市大津町　地内



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課 A－08

配置図

立水栓
水飲み場

流　川

立水栓

パーゴラ

立水栓

立水栓

立水栓

As

As

ブランコ

ベンチ

鉄棒

砂場

水飲み場

ベンチ

外灯

スロープＡ

3,000

外灯

外灯

外灯

外灯

外灯

外灯

外灯

外灯 外灯 外灯

外灯

外灯

市
道
流
川
大
津
線

市
道
流
川
大
津
線

市
道
流
川
大
津
線

外灯

外灯

テニスコート

スロープＢ

側
溝

側
溝

側溝

側
溝

側
溝

側溝

7,
19

5

3,8056,414

900

マンホール
防火水槽

新設トイレ

道路境界線

隣
地
境
界
線

車止め(擬石)3基

既設トイレ　解体

工
事
車
両
出
入
口

S=1/700

S=1/200

900
6,414

3,805
1,650

7
,
1
9
5

2
,
7
2
0

（基礎、土間、擁壁共）

工
事
車
両
出
入
口

車
止
め
(擬

石
)3
基

剪定
（通路妨げ部分）

側
溝

道
路
境
界
線

植栽撤去

外灯

マンホール
防火水槽

新設トイレ

既設トイレ解体

既設トイレ

S=1/400

1,650 3,805

外灯

側
溝

側
溝

5,
18
1

6
1
2

2
,
7
2
0

7
,
1
9
5

21
,2
96

8,350

2,730

新設トイレ

Ｎ

既設トイレ　解体



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

S=1/700

敷地面積求積図

30
.1
6

5.
86

5.
07

5

6

34.45

7

99.13

12
.3
8

8

98
.0
5

25.09

9

11.21

2.08

2.94

2.67

19

3.
24 4.

25

24

4.
19

28

17
.7
9

29

7.56

30

8
4
.
1
9

23.04

31

65.46

26.5
1

32

46.23

20
.0
0

33

27.29

34

47.00

9.4
9

35

37
.2
3

9.18

36

30.16

7.76

37

30.23

6.
24

38

37.23

12.56

39

26.64

8.5
6

40

30
.2
3

22.32

41

2
7.
65

7.68

42

5.7
8

43

1.9
8

44

40
.9
2

4.
13

45

3.
35

46

1.
19

5.
05

4

1

2 3
5.69

8.00

11

2.92
3.07

1.70

3.51

3.01

3.2
1

3.9
5

2.
91

2.
73

1.
54

10

12

13

14

15

16

17

18

21

23

26

27

25

22

20

49

50

63
.6
3

63.63

62
.4
9

62
.0
5

61
.6
6

60
.8
1

59
.0
4

61.82
59.59
58.10

40
.4
5

37
.8
1

113.00

11
3.
00

11
2
.
85

1
12
.
8
5

1
0
7
.3
7

1
0
1
.
5
8

9
7
.
4
1
9
4
.
8
1
9
3
.
6
6

92
.8
7

9
2.
7
9

9
2.
8
7

47

73
.6
1

47
.9
0

50
.6
1

34
.4
8

32
.3
6

25 58.10 4.19 243.4390 121.71950

1 21.27 6.19 131.6613 65.83065

2 30.16 5.86 176.7376 88.36880

3 37.81 5.07 191.6967 95.84835

4 15.35 2.02 31.0070 15.50350

5 40.45 1.76 71.1920 35.59600

6 113.00 34.45 3,892.8500 1,946.42500

7 99.13 12.38 1,227.2294 613.61470

8 98.05 25.09 2,460.0745 1,230.03725

9 113.00 11.21 1,266.7300 633.36500

10 112.85 3.01 339.6785 169.83925

11 8.00 3.26 26.0800 13.04000

12 112.85 5.69 642.1165 321.05825

13 107.37 2.08 223.3296 111.66480

14 101.58 2.94 298.6452 149.32260

15 97.41 3.51 341.9091 170.95455

16 94.81 2.67 253.1427 126.57135

17 93.66 3.07 287.5362 143.76810

18 92.79 1.70 157.7430 78.87150

19 92.87 2.92 271.1804 135.59020

20 61.82 3.24 200.2968 100.14840

21 63.63 2.73 173.7099 86.85495

22 59.59 4.25 253.2575 126.62875

23 62.49 1.54 96.2346 48.11730

24 62.05 2.91 180.5655 90.28275

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

26 60.81 3.21 195.2001 97.60005

27 59.04 3.95 233.2080 116.60400

28 63.63 17.79 1,131.9777 565.98885

29 92.87 7.56 702.0972 351.04860

30 84.19 23.04 1,939.7376 969.86880

31 65.46 26.51 1,735.3446 867.67230

32 46.23 20.00 924.6000 462.30000

33 61.66 27.29 1,682.7014 841.35070

34 47.00 9.49 446.0300 223.01500

35 37.23 9.18 341.7714 170.88570

36 30.16 7.76 234.0416 117.02080

37 30.23 6.24 188.6352 94.31760

38 37.23 12.56 467.6088 233.80440

39 26.64 8.56 228.0384 114.01920

40 30.23 22.32 674.7336 337.36680

41 27.65 7.68 212.3520 106.17600

42 32.36 5.78 187.0408 93.52040

43 34.48 1.98 68.2704 34.13520

44 40.92 4.13 168.9996 84.49980

45 47.90 3.35 160.4650 80.23250

46 50.61 1.19 60.2259 30.11295

47 23.80 0.74 17.6120 8.80600

48 14.03 1.47 20.6241 10.31205

49 6.48 2.36 15.2928 7.64640

50 73.61 5.05 371.7305 185.86525

12,923.19085

12,923.19 m2

番号 底      辺 倍     面     積 面          積高      さ

合       計

敷 地 面 積

2.
02

15.
35

21
.2
7

6.19

1.
76

3.
26

23
.8
00.

74 14
.0
31.

47

48
6.4

8

2.
36

A－09



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

2.205 2.205

2
.2

05

3
.8

0
5

2.785

3
.8

0
5

面積求積表

名　　称

仕　上　表

屋　　根

採　　光

換　　気

外　　壁

内　　壁

床

男子用便室

バリアフリー

女子用便室

建

具

内

装

外

装

使　用　材　料

ＲＣ造　天端：ウレタン塗装

サンドームＳＵＳ製枠（６００・９００角）

天井：防水形複層塗材Ｅ　吹放し仕上

網入ガラス ア ６．８

パイプ用ファン　人感センサータイプ

ＳＵＳ製ガラリ　φ１００

防水形複層塗材Ｅ　吹放し仕上

上部：防水形複層塗材Ｅ　吹放し仕上（ＦＬ＋３００以上）

下部：内壁用１００角タイル張り（ＦＬ＋３００迄）

床用１００角タイル張り

入口三方枠：ＳＵＳ製（ＨＬ）

ブース：メラミン化粧合板　扉Ｗ＝６００

スライドラッチ（表示・非常解錠付）

道具入：メラミン化粧合板　扉Ｗ＝５００　管理錠付

入口三方枠：ＳＵＳ製（ＨＬ）

ハンガードア：ＳＵＳ板製フラッシュ（ＨＬ）

アルミ換気ガラリ・管理錠付

金物：ＳＵＳ製引手・非常開装置付表示装置　大型サムターン付

入口三方枠：ＳＵＳ製（ＨＬ）

ブース：メラミン化粧合板　扉Ｗ＝６００

スライドラッチ（表示・非常解錠付）

※　一級建築士事務所登録メーカーの製品とする。

※　建設業許可を有するメーカーの製品とする。

※　ＪＰＦＡ（一社）日本公園施設業協会　公園施設団体賠償責任保険加入製品とする。

※　国際規格　ＩＳＯ９００１：２０１５／ＩＳＯ１４００１：２０１５認証登録メーカーの製品とする。

※　図中の設備表の品番につきましては、諸般の事情により予告なく改良、仕様の変更など行う場合が

※　トーヨーマテラン（株）　ＴＢ－８５－５３－１１２４同等品以上とする。

ありますのであらかじめご了承ください。

Ｂ

Ｃ

男子用

バリアフリー

ハッチ

ハンガードア

（有効：９００）ハッチ
道具入

女子用

ハッチ

350

35
0

2205
140

7195

2505
140

2205

350

35
0

2
20

5
19

50

38
05

3
50

1005

85
5

84
9

13
55

855 780

平面図、面積求積表、仕上表

S=1/50

Ｄ

土間：コンクリート金ゴテ仕上

土間：コンクリート金ゴテ仕上

Ａ

平　　　面　　　図

1
,
65
0

通路

A－10

2,665
GL±0 GL±0

GL+100 GL+100

GL+100GL+100

建築面積　　2(2.205×3.805)+2.785×2.205=22.920975　⇒　22.92㎡
延べ面積　　2(2.205×3.805)+2.785×2.205=22.920975　⇒　22.92㎡



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

立面図

Ｄ　　立　　面　　図Ｃ　　立　　面　　図

S=1/50
A－11

▼Ｇ．Ｌ ▼Ｇ．Ｌ

防水形複層塗材Ｅ

天端：ウレタン塗装

2
2
9
0

▼Ｇ．Ｌ

2
0

Ａ　　立　　面　　図

（６００角）

網入ガラス ア ６．８

サンドームＳＵＳ製枠

（９００角）

サンドームＳＵＳ製枠

網入ガラス ア ６．８

2
2
7
0

7515

▼軒の高さ

Ｂ　　立　　面　　図

▼最高の高さ

4125

▼Ｇ．Ｌ

2
7
3
0



水
勾

配

設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

S=1/60

屋根伏図

屋　根　伏　図

水
勾

配

水
勾

配

水
勾

配

水
勾

配
水

勾
配

7515

4
1
2
5

2525 2465 2525

1
6
0
0

2
5
2
5

水
勾
配

水
勾

配

水
勾
配

水
勾
配

水
勾
配

水
勾

配

開口

開口

開口

1
5
9
7
.
5

9
3
0

4
1
2
5

1
5
9
7
.
5

800 930 795 795 930 800

9
4
7
.
5

6
3
0

9
4
7
.
5

1
6
0
0

ＦＢ-３×１００ コーキング処理

ＳＵＳ（ＨＬ）

天端：ウレタン塗装

天端：ウレタン塗装

天端：ウレタン塗装

天端：ウレタン塗装

天端：ウレタン塗装

天端：ウレタン塗装

コーキング処理

（開口） （開口） （開口）

800

2425

930 695

20

997.5 630

2625

997.5

20

695 930

2425

800

（
開
口

）

（開口）

25252525

（開口）

2
5
2
5

（
開
口
）

A－12

2465



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

基礎伏図、躯体断面図

S=1/50
A－13

ベースコンクリート打 ア ２５０
短辺方向：Ｄ１０＠２００
長辺方向：Ｄ１０＠２００

（ダブル）

水抜穴　φ５０

水抜穴　φ５０
水抜穴　φ５０

水抜穴　φ５０

水抜穴　φ５０

1
3
5
2
.
5

1
8
0
0

1
3
5
2
.
5

4
5
0
5

4
1
2
5

1
9
0

1
9
0

2
5
2
5

23951552.5 2395 1552.5

1
9
0

1
6
0
0

590 1725 620 2025 620 1725 590

7895

1
9
0

1
6
5
0

Ａ．ＢＯＬＴ　Ｍ１６
Ｌ＝２００

59017255905901725590

290520852905

２００×２００

溶接金網　Ｄ１０

土間コンクリート打　ｔ１２０

２００×２００

溶接金網　Ｄ１０
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φ５０

コンクリート　２１－１５－２５

捨コンクリート　１８－１５－２５

φ５０

短辺方向：Ｄ１０＠２００

長辺方向：Ｄ１０＠２００

基礎砕石　ＲＣ－４０ （ダブル）
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290290 2325
20

2325

サンドームＳＵＳ製枠 サンドームＳＵＳ製枠 サンドームＳＵＳ製枠

（９００角） （６００角） （９００角）

網入ガラス ア ６．８ 網入ガラス ア ６．８ 網入ガラス ア ６．８

コーキング処理 コーキング処理ＦＢ－３×１００ ＦＢ－３×１００

ＳＵＳ（ＨＬ） ＳＵＳ（ＨＬ）

（内外）

パイプ用ファン

人感センサータイプ

ブース

メラミン化粧合板

付属品一式

照明器 ＳＵＳ製ガラリ

φ１００

男子用

内壁

防水形複層塗材Ｅ

吹放し仕上

手摺Ｂ

紙巻器

ウォームレット

大便器

内壁用１００角タイル張り

小便器

ＶＰ７５
汚水管

ＶＰ１００

水抜穴

給水管

ＨＩＶＰ２５

ＶＰ５０

φ１００

ＳＵＳ製ガラリ パイプ用ファン

人感センサータイプ

分電盤

ＢＯＸ バリアフリー

防水形複層塗材Ｅ

内壁

吹放し仕上

オストメイトパック

手摺Ｂ

紙巻器

押ボタン
ウォームレット

説明板
大便器

ＶＰ７５

水抜穴

汚水管
ＶＰ１００

給水管

ＨＩＶＰ２０

パイプ用ファン

人感センサータイプ

パイプ用ファン

人感センサータイプ

ブース

照明器

メラミン化粧合板

付属品一式 内壁

防水形複層塗材Ｅ

吹放し仕上

女子用

手摺Ｂ

紙巻器

手摺Ｂ

紙巻器

ウォームレット ウォームレット

大便器 大便器

ＶＰ７５ ＶＰ７５汚水管
ＶＰ１００

給水管

ＨＩＶＰ２０

ＶＰ７５ ３－Ｄ１０

Ｄ１０＠３００

コーキング処理

パイプ用ファン

人感センサータイプ

ブース

メラミン化粧合板

付属品一式

照明器

手摺Ｂ

紙巻器

女子用

化粧鏡Ａ

熱線センサ付

自動スイッチ

入口三方枠

ＳＵＳ製（ＨＬ）

化粧棚

洗面器Ａ

掃除用水栓ウォームレット

大便器

ＶＰ７５

点検ハッチ

（密閉型５００）

口

コンクリート金ゴテ仕上

溶接金網Ｄ１０　２００×２００

入口三方枠

ＳＵＳ製（ＨＬ）

熱線センサ付

自動スイッチ

照明器

メラミン化粧合板
付属品一式

ブース

道具入男子用

化粧鏡Ａ

化粧棚

洗面器Ａ

掃除用水栓 掃除用流し

点検ハッチ

（密閉型５００）

口
ＶＰ６５

水勾配 水勾配

（９００角）

網入ガラス ア ６．８

道具入 男子用ブース

メラミン化粧合板

管理錠付

掃除用流し

ＶＰ６５

熱線センサ付

自動スイッチ

ブース

メラミン化粧合板

戸当たり帽子掛け

手摺Ｂ

紙巻器

ウォームレット

大便器

ＶＰ７５

ＶＰ１００

汚水管管底

サンドームＳＵＳ製枠

ＳＵＳ製ガラリ　φ１００

パイプ用ファン

人感センサータイプ

水勾配 水勾配

照明器

男子用

ＳＵＳ製ガラリ　φ１００

小便器 小便器 小便器

給水管管芯
ＨＩＶＰ２５

ＶＰ５０ ＶＰ５０ ＶＰ５０

点検ハッチ

（密閉型５００）

口
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熱線センサ付
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化粧鏡Ａ

化粧棚

洗面器Ａ
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手摺Ａ

汚水管配管別途 給水管配管別途
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まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

承　認 担　当設　計 縮　　尺

設計年月日

工 事 名 称

図 面 名 称

大津公園屋外トイレ建設工事

No.断面図１

S=1/100
A－14

4125

（開口）

（開口） （開口） （開口） （開口） （開口）

屋根

短辺：Ｄ１３＠１５０

長辺：Ｄ１３＠１５０

コンクリート打　１６０／１３０

天端：ウレタン塗装

天井：防水形複層塗材Ｅ　吹放し仕上

外壁

タテ筋：Ｄ１０＠２００

ヨコ筋：Ｄ１０＠２００

コーナー筋：Ｄ１３

端部・開口部補強筋：Ｄ１３

防水形複層塗材Ｅ　吹放し仕上

床

短辺：Ｄ１３＠２００

長辺：Ｄ１３＠２００

コンクリート打　ｔ＝１２０

モルタル敷き

床用１００タイル張り
断　　面　　図
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まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

承　認 担　当設　計 縮　　尺

設計年月日

工 事 名 称

図 面 名 称

大津公園屋外トイレ建設工事

No.

洗面器Ｂ

断面図２

S=1/100
A－15
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（開口）
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断　　面　　図

屋根

短辺：Ｄ１３＠１５０
長辺：Ｄ１３＠１５０
コンクリート打　１６０／１３０

天端：ウレタン塗装
天井：防水形複層塗材Ｅ　吹放し仕上

外壁
タテ筋：Ｄ１０＠２００
ヨコ筋：Ｄ１０＠２００
コーナー筋：Ｄ１３
端部・開口部補強筋：Ｄ１３

防水形複層塗材Ｅ　吹放し仕上

床
短辺：Ｄ１３＠２００
長辺：Ｄ１３＠２００
コンクリート打　ｔ＝１２０

モルタル敷き

床用１００タイル張り

コンクリート金ゴテ仕上

溶接金網Ｄ１０　２００×２００ 口
（密閉型５００）

点検ハッチ

ＶＰ７５

オストメイトパック

注意喚起ラベル

分電盤

ＢＯＸ

熱線センサ付
自動スイッチ

ハンガードア

ＳＵＳ板製フラッシュ（ＨＬ）

換気ガラリ・管理錠付

照明器

入口三方枠

ＳＵＳ製（ＨＬ）

ベビーシート1
8
5
0

バリアフリー

（６００角）

サンドームＳＵＳ製枠

水勾配

網入ガラス ア ６．８

水勾配

照明器

フック

使用方法ラベル
化粧鏡Ｂ

警報ランプ付ブザー

（赤色）
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給水・汚水管配管別途
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手摺Ｂ
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ウォームレット

大便器

掃除用水栓

バリアフリー
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（９００角）

水勾配

ＳＵＳ製ガラリ　φ１００

パイプ用ファン

人感センサータイプ

熱線センサ付

自動スイッチ

ブース

メラミン化粧合板

戸当り帽子掛け
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汚水管管底
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化粧棚
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自動スイッチ
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女子用
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ＨＩＶＰ２０

ＶＰ７５

大便器
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設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課
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設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課
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設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

900
6,414

Ｎ

S=1/200

既存トイレ解体

（基礎、土間、擁壁共）

既設トイレ

工
事
車
両
出
入
口

剪定
（通路妨げ部分）

側
溝

側
溝

立水栓

植栽撤去

立水栓

マンホール
防火水槽

外灯

仮設計画図

A－18

外灯

新設トイレ

車
止
め
(擬

石
)3
基

仮囲い：フェンスバリケード

仮囲い：フェンスバリケード

仮囲い：フェンスバリケード

仮囲い：フェンスバリケード

仮囲い：キャスターゲート

道
路
境
界
線

仮囲い：シート張り

仮囲い：シート張り



照明

市
道
流
川
大
津
線

7,400

8,000

車止め(擬石)3基

照明

照明

立水栓

立水栓

水飲み場

立水栓

As

外灯(既設)

6,414

900

As

防火水槽ﾏﾝﾎｰﾙ

3,805

Ｈ

Ｈ

新設トイレ

既設トイレ

Ｎ

Ｈ

外灯(既設)

植込み内中央に照明

既設ＨＨへ

既設ＨＨへ

既設外灯へ

既設

既設Ｌ-１

既設ﾄｲﾚ用MCB20A100Vを使用

7
,
19
5

大津公園

新設トイレ付属P.BOX内で電源接続

既設

既設

既設

L-1

　盤内端子台に電源線接続、盤内ETに接地線接続

・盤内既設ﾄｲﾚ用MCCB2P50AF/20AT(100V)使用
既設電源ケーブルCV5.5□-3Cは撤去

新設ケーブルEM-CE5.5□-3C FEP30

新設ケーブルEM-CE5.5□-3C

既設L-1

掘削GL-600発生良質土埋戻し

既設トイレ分電盤から

既設Ｌ-1盤内端子台まで 既設

既設

・盤側面既設自動点滅器EE8413(100V 3A)×1撤去

　参考型番EE441319に取替

・盤内既設ﾎﾟﾝﾌﾟ盤電源ｹｰﾌﾞﾙCV8□-3C

　盤内端子台から取り外し

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ盤電源ｹｰﾌﾞﾙCV8□-3C引抜

既設配管を使用

既設ﾎﾟﾝﾌﾟ盤電源ｹｰﾌﾞﾙCV8□-3C
既設HH内で巻いて残置

スロープＢ

まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

S=1/350

設計年月日
図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事

No.

E－01

案内幹線平面図



地
下

引
込

線

（
別

途
工

事
）

ＥＤ

（別途工事）

親

ＬＥＤ灯

Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯

ＬＥＤ灯
子

押ボタン

防水コンセント分電盤

コンセント（２コ口）

（トイレパック用）

Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯

（２コ口）

Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯

熱線センサ付

自動スイッチ

親

防水コンセント

（凍結防止帯用）

警報ランプ付

ブザー（赤色）

ＬＥＤ灯

親 子

Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯

子

子
ＬＥＤ灯

※　各ＢＯＸを繋ぐ渡り線用配管の露出部：ＨＩＶＥ管、埋設部：ＰＦ管とする。

設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

S=1/50

電　気　設　備　図

照明器作業形式

入室　→　センサー作業時照明器点灯（動作保持時間１０秒～３０分）　→

退室時、動作保持時間後消灯

Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ製）

２００×２００×１００

Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ製）

１５０×１５０×１００
パイプ用ファン

３

１５０×１５０×１００

Ｐ．ＢＯＸ（ＳＵＳ製）

４

３

１

４

４

１

４

１

４

４

５

１ ４ １

４

２

１

４ ３

４

１

１

４

３ ４ ３

女子用

バリアフリー

男子用

ＭＣＢ

ＥＬＢ

２０Ａ

電灯分電盤

鋼板壁掛型

鍵　付

ＰＦ管１６

ＭＣＢ

ＭＣＢ

ＭＣＢ

ＭＣＢ

１００Ｖ１５Ａ

１００Ｖ１５Ａ

１００Ｖ１５Ａ

１００Ｖ１５Ａ

１００Ｖ１５Ａ

８３Ｗ

５Ｗ

１０．５Ｗ

３６１．７Ｗ

６３０Ｗ

電線ＥＭ－ＩＥ２．０×２

アースＥＭ－ＩＥ１．６×１

電線ＥＭ－ＩＥ１．６

電　灯

（凍結防止帯用）

（オストメイトパック用）

警報ランプ付ブザー

パイプ用ファン

（ウォームレット・凍結防止帯用）

防水コンセント（２コ口）

防水コンセント

コンセント（２コ口）５

４

３

２

１

１ ２ ３ ４ ５

１Φ２Ｗ　１００Ｗ

Ｐ．ＢＯＸまで、以降別途工事

電気設備表

名　　称

分電盤ボックス

漏電ブレーカ

ノーヒューズブレーカ

ＳＵＳ　防水カプセルボックス

ＳＵＳ　防水カプセルボックス

熱線センサ付自動スイッチ（親器）

熱線センサ付自動スイッチ（親器）

熱線センサ付自動スイッチ（子器）

ＬＥＤウォールライト

警報ランプ付ブザー

非常用押ボタン

パイプ用ファン　人感センサータイプ

フル接地防水ダブルコンセント

アースターミナル付防水コンセント

防雨入線カバー

小便器フラッシュバルブヒーター

接地ダブルコンセント

ＳＥ　２Ｐ１Ｅ１５Ｓ

２００×２００×１００

１５０×１５０×１００

ＷＴＫ３４３１Ｋ

ＷＴＫ３４８１

ＷＴＫ３９１１

ＮＮＦＷ２１８００Ｋ

ＥＡ５５０１

ＷＮ４５００

Ｖ－０８ＰＡＬＤ８

ＢＸ３５４０－１４

ＺＳ　２Ｐ１Ｅ２０－１５

ＷＫ４１０５

（ウォームレット・凍結防止帯用）

ＷＫ２１１１Ｋ（凍結防止帯用）

ＷＰ９１３１９（小便器ヒーター用）

ＦＢ－Ｔ６００

ＷＮ１５１２Ｋ（オストメイトパック用）

品　　番 社　　名 数　量 消費電力×台数消　費　電　力

河村電気産業

河村電気産業

河村電気産業

八州電工

八州電工

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

三菱電機

パナソニック

パナソニック

パナソニック

パナソニック

山清電気

１

１

４

１

２

２

１

４

８

１

１

５

５

７

３

３

１

１Ｗ

１Ｗ

２Ｗ

１Ｗ

１０Ｗ

５Ｗ

８０Ｗ

５Ｗ

２．１Ｗ

７．５Ｗ

７．５Ｗ

３．９Ｗ

１０．５Ｗ

３７．５Ｗ

５２．５Ｗ

１１．７Ｗ

電気器具消費電力合計

全消費電力合計

２００．２Ｗ

１０９０．２Ｗ

E－02

電気設備図、電気設備表



既設給水管より分水　40VB

照明

市
道
流
川
大
津
線

7,400

8,000

車止め(擬石)3基

照明

照明

立水栓

水飲み場

立水栓

As

外灯(既設)

6,414

900

As

防火水槽ﾏﾝﾎｰﾙ

3,805

新設トイレ

Ｎ

植込み内中央に照明

大津公園

スロープＢ

まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

S=1/350

設計年月日
図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事

No.

以降トイレ平面図参照

既設汚水管に接続　150VU

上水本管　φ150　DIP

下水道本管　250VU

Ｍ

公

機械設備平面図

M－01

立水栓

7
,
1
95

既設トイレ



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

給水設備図、排水設備図、衛生設備図、衛生設備表

S=1/50

衛生設備表

ロータンク

ウォームレット

大 便 器

品　　番 数　量 消　費　電　力 消費電力×台数

ＣＳ５９７ＢＣＳ ＴＯＴＯ ５

５

５

ＳＨ５９６ＢＡＹＲ ＴＯＴＯ

ＴＣＦ１１６Ｐ ＴＯＴＯ ５２Ｗ ２６０Ｗ

名　　称

小 便 器

フラッシュバルブ

ＵＦＨ５０７ＣＲ

Ｔ６００ＰＬ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

３

３

自閉式単水栓

洗 面 器 Ａ Ｌ２１０Ｄ

ＴＬ１９ＡＲ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

２

２

洗 面 器 Ｂ

自閉式単水栓

Ｌ２７０Ｄ

ＴＬ１９ＡＲ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

１

１

オストメイトパック

側　板

ＵＡＳ８１ＲＤＢ１ＮＷ

ＵＴＲ１４１

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

１

１

６３０Ｗ ６３０Ｗ

横 水 栓

掃除用流し ＳＫ２２Ａ

Ｔ２３ＡＥ２０　Ｃ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

１

１

掃除用水栓 Ｔ２８ＡＫＵＨ１３ ＴＯＴＯ ３

紙 巻 器

化 粧 鏡 Ａ

化 粧 鏡 Ｂ

フック

ＹＨ７０１

ＹＭ３５４５ＦＥ

ＹＭ４５６０ＦＥ

ＹＫＨ２１ＷＲ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

５

２

１

１

ベビーシート ＹＫＡ２５Ｓ ＴＯＴＯ １

手 摺 Ｃ

手 摺 Ｂ

手 摺 Ａ Ｔ１１３ＢＵ２２（特）

Ｔ１１３ＢＬ１０

Ｔ１１３ＨＫ７Ｒ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

ＴＯＴＯ

１

５

１

※　衛生器具のカラーはＴＯＴＯ（＃ＮＷ１：ホワイト）とする。

※　大便器は掃除口付とする。

８９０Ｗ衛生設備消費電力合計

番号

◎桝リスト

桝仕様 蓋仕様
塩ビ蓋
塩ビ蓋
塩ビ蓋

備　考
A

B

C

※桝の深さは参考とし現場にて確認のうえ施工すること

100-150　90L　450H
100-150　90Y　500H
100-150　90Y　550H

衛　　生　　設　　備　　図

排　　水　　設　　備　　図給　　水　　設　　備　　図

２０ １３

１３

１３

２５

２
０

１
３

１
３

１
３

２０

１３

２
０

１３

１３

１
３

２０

１
３

２
０

２０

１
３

１
３

１
３

２
５

40HIVP 40HIVP

２
５

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

２
０

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

２
０

Ｈ
Ｉ

Ｖ
Ｐ

給水管管芯　ＧＬ－２２０

※　床下給水管はポリエチレンフォーム保温筒巻き、床上露出箇所は凍結防止帯巻きとする。

給
水

管

不凍栓40MT

B1-2

バリアフリー

男子用 女子用

※　床下配管の吊り金具はユニクロメッキ仕上とする。

７５

５
０

５
０

５
０

５
０

排水口

５０用

６
５

４
０

掃除口

１００用

７
５

７５

排水口

５０用

５
０

４
０

１００用

掃除口

５
０

排水口

５０用

７５

７
５

４
０

７
５

１００用

掃除口

１
０

０
Ｖ

Ｐ

１
０

０
Ｖ

Ｐ

１
０

０
Ｖ

Ｐ

１００ＶＰ １２５ＶＰ

トイレ汚水管に接続 トイレ汚水管に接続 トイレ汚水管に接続

汚水管管底　ＧＬ－４１０

※　床下配管の吊り金具はユニクロメッキ仕上とする。

バリアフリー

手摺Ｂ

紙巻器

大便器

小便器

小便器

手摺Ａ

小便器

掃除用流し
洗面器Ａ

掃除用水栓

ベビーシート

オストメイトパック

手摺Ｂ 紙巻器

大便器

手摺Ｃ

フック

掃除用水栓

洗面器Ｂ

大便器

紙巻器

手摺Ｂ

大便器

手摺Ｂ

紙巻器

大便器

洗面器Ａ

掃除用水栓

バリアフリー

男子用 女子用

男子用 女子用

A B C

M－02



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課 K－01

既設トイレ参考図１



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課 K－02

既設トイレ参考図２



設計年月日

縮　　尺担　当設　計承　認

No.図 面 名 称

工 事 名 称 大津公園屋外トイレ建設工事
まちづくり部　まち整備室　建築営繕課

S=1/Free
K－03

既設トイレ参考図３


